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荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望

─
信
用
状
危
機
、INCOTERMS2010

、Sanction

な
ど
に
対
す
る
理
論
と
実
務
の
対
応
を
中
心
と
し
て

─

藤　
　

川　
　

信　
　

夫

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
国
際
取
引
の
資
金
決
済
に
関
し
て
、
荷
為
替
信
用
状
を
巡
る
問
題
点
と
対
応
、
新
た
に
生
じ
つ
つ
あ
る
現
代
的
課
題
な
ど

に
つ
き
、
理
論
と
企
業
実
務
の
双
方
か
ら
焦
点
を
当
て
検
討
を
進
め
た
い
。

第
一
章　

貿
易
取
引
に
お
け
る
為
替
手
形
に
よ
る
決
済
と
留
意
点

１
．
送
金
・
取
立
方
式
に
よ
る
決
済
と
留
意
点
─
荷
為
替
手
形
、
商
業
信
用
状
─

⑴
送
金
方
式
に
よ
る
決
済　

国
際
取
引
の
決
済
方
式
に
は
送
金
方
式
、
取
立
方
式
が
あ
る
が
、
前
者
で
は
代
金
の
一
部
前
払
、
船
積
書



五
〇

類
受
領
後
の
後
払
が
あ
り
、
当
事
者
の
利
害
が
対
立
す
る
（
１
）

。
後
払
は
輸
入
者
は
貨
物
到
着
確
認
後
に
送
金
し
リ
ス
ク
は
少
な
い
。
反
面
輸

出
者
は
代
金
回
収
の
保
証
が
な
い
。
送
金
方
式
は
少
額
取
引
、
本
支
店
・
親
子
会
社
間
等
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
る
場
合
に
有
効
で
あ
る
。

⑵
取
立
方
式
に
よ
る
決
済
と
留
意
点
─
荷
為
替
手
形
、
商
業
信
用
状
─

イ
荷
為
替
手
形
な
ら
び
に
Ｆ
Ｏ
Ｂ
・
Ｃ
Ｉ
Ｆ
取
引

①
荷
為
替
手
形　

決
済
手
段
と
し
て
一
般
的
に
荷
為
替
手
形
（docum

entary bill

）
が
使
用
さ
れ
る
。
基
本
的
売
買
条
件
は
Ｆ
Ｏ
Ｂ

（F
ree on board 

本
船
渡
し
）、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
（C

ost lnsurance and F
reight 

運
賃
保
険
料
込
み
）
が
あ
り
、
近
年
Ｆ
Ｏ
Ｂ
取
引
か
ら
Ｃ
Ｉ
Ｆ
取
引

へ
と
船
荷
証
券
の
有
価
証
券
性
を
主
と
す
る
商
品
売
買
へ
の
移
行
傾
向
に
あ
る
（
２
）

。

②
船
積
書
類
と
担
保
権　

買
取
銀
行
の
手
形
不
渡
り
に
お
け
る
償
還
請
求
権
は
人
的
信
用
の
み
な
ら
ず
、
船
積
書
類
記
載
商
品
に
よ
り

担
保
さ
れ
る
。
荷
受
人
の
記
載
方
法
に
よ
り
銀
行
が
留
置
権
し
か
保
有
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
航
空
運
送
に
お
け
るA

ir W
ay bill

に
は
担
保
価
値
は
な
い
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。

③
船
荷
証
券　

船
荷
証
券
（B

ill of L
ading B

/L
）
は
権
利
証
券
（D

ocum
ent of T

itle

）
で
物
権
的
・
債
権
的
・
形
式
的
有
価
証
券
（
３
）

、

処
分
・
要
因
証
券
、
指
図
証
券
（
４
）

等
の
法
的
性
質
を
有
す
る
。

船
荷
証
券
規
制
の
国
際
的
統
一
化
に
つ
い
て
、
一
八
九
三
年
米
国
は
ハ
ー
タ
ー
法
（H

arter A
ct

）
を
制
定
し
、
一
九
二
一
年
統
一
規

則
で
あ
る
へ
ー
グ
規
則
（H

ague R
ules, 1921

）
が
採
択
さ
れ
た
（
５
）

。
規
則
の
採
否
は
当
事
者
選
択
に
任
せ
、
実
効
性
に
疑
問
が
あ
る
。
修
正
、

施
行
規
定
を
加
え
、
一
九
二
四
年
船
荷
証
券
に
関
す
る
若
干
の
規
定
の
統
一
の
た
め
の
国
際
条
約
（International C

onvention for the 

U
nification of C

ertain R
ules relating to B

ill of L
ading, 1924

）
が
結
ば
れ
る
（
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
）。
我
が
国
は
一
九
五
七
年
批
准
し
、
国

内
法
と
し
て
国
際
海
上
物
品
運
送
法
を
制
定
し
て
い
る
（
一
九
五
八
年
一
月
一
日
実
施
）。
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④
荷
為
替
手
形
の
種
類
─
信
用
状
な
し
荷
為
替
手
形
に
よ
る
決
済
─　

信
用
状
を
利
用
で
き
な
い
場
合
、
手
形
支
払
書
類
渡
し

（D
ocum

ents against paym
ent D

/P

）、
手
形
引
受
書
類
渡
し
（D

ocum
ents against acceptance D

/A

）
決
済
を
利
用
す
る
。
Ｄ
／
Ｐ
は
輸

入
者
が
銀
行
に
代
金
を
支
払
い
、
Ｄ
／
Ａ
は
輸
入
者
が
手
形
を
引
き
受
け
、
船
積
書
類
の
入
手
が
可
能
と
な
る
。
銀
行
保
証
が
な
く
リ
ス

ク
が
あ
り
、
Ｄ
／
Ａ
で
は
輸
入
者
が
引
受
後
に
不
渡
り
を
出
し
た
場
合
に
回
収
不
能
と
な
る
。
現
地
子
会
社
取
引
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。

Ｄ
／
Ｐ
手
形
は
迅
速
な
代
金
回
収
の
点
で
売
主
に
有
利
、
Ｄ
／
Ａ
手
形
は
引
受
け
か
ら
支
払
ま
で
に
一
定
期
間
の
猶
予
が
あ
る
点
で
買
主

有
利
と
い
え
よ
う
。

⑤
取
引
銀
行
へ
の
取
立
依
頼
に
つ
き
、
一
九
五
六
年
国
際
商
業
会
議
所
作
成
の
取
立
統
一
規
則
（U

niform
 R

ules for C
ollections 

U
R

C

）
が
あ
る
。

ロ
商
業
信
用
状
（
Ｌ
／
Ｃ
）
の
留
意
点

①
信
用
状
取
引
の
注
意
点　

⒜
独
立
抽
象
性
と
書
類
取
引
の
原
則　

商
業
信
用
状
（L

etter of C
redit L

/C

）
取
引
で
は
（
６
）

、
船
積
書
類

と
信
用
状
条
件
の
不
一
致
（D

iscrepancy

）
に
よ
り
銀
行
は
支
払
を
拒
否
す
る
（
７
）

。
⒝
信
用
状
入
手
と
内
容
確
認　

輸
出
者
は
、
信
用
状
入

手
前
に
生
産
開
始
し
、
信
用
状
の
不
発
行
の
場
合
損
害
を
被
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
契
約
条
件
と
相
違
す
れ
ば
信
用
状
の
修
正
を
買
主
に
要

求
す
る
必
要
が
あ
り
、
怠
る
とD

iscrepancy

と
な
る
。

実
務
上
の
留
意
点
と
し
て
（
８
）

、
⒜
事
前
に
荷
為
替
手
形
の
買
取
を
取
引
銀
行
と
取
り
決
め
る
。
銀
行
に
よ
り
相
違
が
あ
り
、
他
行
比
較
も

必
要
と
な
る
。
⒝
輸
出
信
用
保
険
の
加
入
、
発
行
銀
行
に
不
安
が
あ
る
場
合
に
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
ド
Ｌ
／
Ｃ
（
信
用
力
を
有
す
る
他
銀
行
の
保

証
）
を
要
求
す
る
な
ど
で
銀
行
も
買
取
易
く
な
る
。
費
用
対
効
果
を
検
討
す
る
。
⒞
資
金
的
余
裕
が
あ
れ
ば
取
立
方
式
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
割
引
料
、
メ
ー
リ
ン
グ
期
間
（
輸
出
銀
行
の
決
済
ま
で
の
期
間
）
手
数
料
な
ど
が
節
約
可
能
と
な
る
。
銀
行
が
荷
為
替
信
用
状
の
買
取
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に
よ
り
、
取
立
方
式
を
主
張
す
る
こ
と
が
普
遍
的
に
な
れ
ば
信
用
状
制
度
の
根
本
的
否
定
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
信
用
状
＝
代
金
即
時
回

収
可
能
な
時
代
は
終
わ
り
、
銀
行
も
リ
ス
ク
回
避
が
最
優
先
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

②
荷
為
替
信
用
状
と
ス
タ
ン
ド
バ
イ
Ｌ
／
Ｃ
の
比
較
─
船
荷
証
券
の
危
機
へ
の
対
応
な
ど
─　

信
用
状
に
は
、
⒜
荷
為
替
信
用
状

（docum
entary L

/C
）、
無
担
保
信
用
状
（clean L

/C
 

荷
落
信
用
状
）、
⒝
取
消
不
能
信
用
状
（irrevocable L

/C

）、
取
消
可
能
信
用
状

（revocable L
/C

）、
⒞
確
認
信
用
状
（confirm

ed L
/C

）、
無
確
認
信
用
状
（unconfirm

ed L
/C

）、
⒟
償
還
請
求
権
付
信
用
状
（w

ith 

recourse L
/C

）、
無
償
還
請
求
権
信
用
状
（w

ithout recourse L
/C

）、
⒠
回
転
信
用
状
（R

evoIving L
/C

）、
⒡
譲
渡
可
能
信
用
状

（T
ransfereable L

/C

）、
⒢
ス
タ
ン
ド
バ
イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
（stand-by credit

）、
⒣
オ
ー
プ
ン
信
用
状
（O

pen credit

）、
リ
ス
ト
リ
ク
ト

信
用
状
（R

estricted credit

）
等
が
あ
る
。
ス
タ
ン
ド
バ
イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
現
地
法
人
の
現
地
借
入
等
の
保
証
手
段
と
し
て
邦
銀
が

現
地
銀
行
に
対
し
発
行
す
る
。
リ
ス
ト
リ
ク
ト
信
用
状
は
買
取
銀
行
が
指
定
さ
れ
る
信
用
状
で
あ
り
、
リ
ス
ト
が
か
か
る
場
合
で
も
指
定

銀
行
が
取
引
銀
行
で
な
い
場
合
、
手
数
料
を
支
払
い
買
い
取
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
信
用
状
は
買
取
銀
行
が
指
定
さ
れ

な
い
信
用
状
で
あ
る
。

③
荷
為
替
信
用
状
（
Ｌ
／
Ｃ
）
決
済
と
比
較
し
て
、
ス
タ
ン
ド
バ
イ
Ｌ
／
Ｃ
（
Ｓ
／
Ｂ
）
開
設
と
Ｄ
／
Ｐ
決
済
方
式
を
海
外
輸
出
者
か
ら

提
示
さ
れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
察
す
る
。
⒜
銀
行
の
取
扱
方
法
で
は
、
Ｓ
／
Ｂ
は
輸
入
者
が
取
引
銀
行
に
依
頼
し
、

輸
出
者
を
受
益
者
と
し
て
発
行
し
て
全
有
効
期
間
に
わ
た
り
全
発
行
金
額
を
対
象
と
す
る
。
Ｌ
／
Ｃ
と
異
な
り
、
Ｓ
／
Ｂ
は
輸
入
決
済
を

行
っ
て
も
銀
行
保
証
残
高
は
減
少
せ
ず
、
発
注
の
都
度
個
別
Ｌ
／
Ｃ
を
開
設
す
る
必
要
が
な
く
、
事
務
処
理
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
。
一

方
、
Ｓ
／
Ｂ
開
設
料
（
手
数
料
・
保
証
料
）
は
条
件
・
銀
行
に
よ
り
異
な
り
、
取
引
銀
行
に
事
前
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
／
Ｂ
開
設
料

を
個
別
Ｌ
／
Ｃ
開
設
料
よ
り
高
く
設
定
す
る
銀
行
も
あ
る
。
担
保
の
有
無
、
与
信
枠
も
開
設
料
に
影
響
し
、
年
間
の
船
積
頻
度
も
考
慮
す
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三

べ
き
で
あ
る
。
Ｓ
／
Ｂ
は
全
期
間
に
わ
た
り
開
設
料
が
か
か
る
。
他
方
で
、
個
別
Ｌ
／
Ｃ
は
通
常
有
効
期
間
が
短
く
、
開
設
料
の
必
要
期

間
は
短
く
な
る
。
毎
月
船
積
み
が
あ
る
場
合
は
個
別
Ｌ
／
Ｃ
の
開
設
は
不
経
済
と
な
る
。
⒝
事
務
処
理
上
、
Ｓ
／
Ｂ
で
は
個
々
の
船
積
条

件
を
設
定
で
き
ず
、
輸
出
者
に
は
別
途
船
積
み
の
指
示
を
行
う
。
船
積
時
期
に
つ
い
て
、
Ｌ
／
Ｃ
は
強
制
力
を
持
ち
期
限
内
に
船
積
み
を

し
な
け
れ
ば
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
が
、
Ｓ
／
Ｂ
の
場
合
は
強
制
力
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
る
（
数
量
・
品
質
も
同
様
）。
契
約
不
履

行
が
あ
る
場
合
、
証
明
文
書
を
添
付
し
て
発
行
銀
行
に
支
払
請
求
す
る
。
他
方
、
Ｓ
／
Ｂ
と
Ｄ
／
Ａ
の
組
み
合
わ
せ
で
は
船
積
書
類
は
銀

行
与
信
の
担
保
と
す
る
必
要
が
な
い
。
船
荷
証
券
はN
on-negotiable

で
よ
く
、S

ea W
aybill

、S
urrendered B

/L

を
使
用
で
き
、

近
距
離
輸
入
で
あ
り
銀
行
経
由
の
書
類
が
通
関
に
間
に
合
わ
な
い
事
態
（
船
荷
証
券
の
危
機
）
を
避
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
⒞
代
金
決

済
に
Ｌ
／
Ｃ
、
Ｄ
／
Ｐ
、
Ｄ
／
Ａ
手
形
を
利
用
せ
ず
Ｓ
／
Ｂ
を
利
用
す
る
場
合
、
一
般
にO

pen A
ccount

取
引
と
な
り
、
当
事
者
間
の

直
接
送
金
に
て
行
う
。
当
該
取
引
先
と
輸
出
入
の
両
方
の
取
引
が
あ
る
場
合
、
売
掛
金
・
買
掛
金
を
相
殺
し
て
差
額
正
味
金
額
（N

et

）

の
決
済
も
で
き
（N

etting

）、
支
払
手
数
料
の
削
減
、
為
替
リ
ス
ク
圧
縮
・
為
替
対
策
が
図
れ
る
。
為
替
管
理
の
た
め
相
殺
禁
止
の
国
も

あ
る
点
に
留
意
さ
れ
る
。
⒟
Ｌ
／
Ｃ
に
よ
る
強
制
力
が
な
く
て
も
船
積
時
期
、
数
量
、
品
質
な
ど
契
約
条
項
を
輸
出
者
が
履
行
し
、
船
積

頻
度
が
高
い
場
合
、
取
引
銀
行
と
相
談
し
て
Ｓ
／
Ｂ
使
用
を
検
討
す
る
が
、
切
り
替
え
た
結
果
、
輸
出
者
の
契
約
履
行
に
問
題
が
生
じ
、

損
害
が
銀
行
手
数
料
削
減
額
を
上
回
る
こ
と
も
あ
り
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。
Ｓ
／
Ｂ
もU

C
P

600

に
準
拠
し
、
国
際
ス
タ
ン

ド
バ
イ
規
則
（IS

P
98

）、
改
訂
Ｉ
Ｃ
Ｃ
請
求
払
保
証
統
一
規
則
（U

R
D

G
758

）
が
あ
る
（
９
）

。

④
荷
為
替
信
用
状
─
ユ
ー
ザ
ン
ス
付
Ｌ
／
Ｃ
、
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
─　

荷
為
替
信
用
状
（A

 docum
entary credit

）
は
買
主
が
商
品

引
取
後
の
猶
予
期
間
後
に
開
設
銀
行
に
代
金
を
支
払
う
ユ
ー
ザ
ン
ス
付
Ｌ
／
Ｃ
（
通
知
銀
行
か
ら
売
主
へ
の
支
払
も
猶
予
期
間
後
）、
売
主
が

船
積
後
に
船
会
社
か
ら
受
領
す
る
船
荷
証
券
を
コ
ピ
ー
し
正
本
は
船
会
社
に
返
却
、
売
主
は
コ
ピ
ー
を
フ
ァ
ク
ス
等
で
買
主
に
送
付
し
、
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買
主
は
船
会
社
に
コ
ピ
ー
を
提
示
し
て
着
荷
商
品
を
受
領
す
る
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
の
Ｌ
／
Ｃ
決
済
方
式
も
あ
る
（
10
）

。

２
．
信
用
状
統
一
規
則
と
準
拠
法
な
ど 

⑴
信
用
状
統
一
規
則　

荷
為
替
信
用
状
に
関
す
る
統
一
規
則
お
よ
び
慣
例
（U

niform
 C

ustom
s and P

ractice for D
ocum

entary C
redits 

信
用
状
統
一
規
則
）
は
一
九
三
三
年
国
際
商
業
会
議
所
に
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
改
訂
統
一
規
則
（IC

C
 P

ublication N
o.600

）
が

二
〇
〇
七
年
に
実
施
さ
れ
る
。
原
則
と
し
て
当
事
者
合
意
が
必
要
で
、
本
文
へ
の
盛
込
み
を
条
件
に
全
信
用
状
に
適
用
さ
れ
る
（
一
条
（
11
）

）。

イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
（
12
）

、
信
用
状
統
一
規
則
（
注
）
は
援
用
が
な
く
と
も
適
用
さ
れ
る
取
引
規
範
と
な
る
（
13
）

。

⑵
信
用
状
と
準
拠
法　

統
一
規
則
に
よ
り
解
決
さ
れ
な
い
場
合
、
準
拠
法
が
問
題
と
な
る
。
信
用
状
開
設
の
約
定
お
よ
び
契
約
に
つ
い

て
、
法
適
用
通
則
法
七
条
な
い
し
九
条
に
従
う
。
準
拠
法
指
定
が
あ
れ
ば
当
該
法
に
よ
り
、
指
定
が
な
い
場
合
は
最
密
接
関
係
地
法
（
行

為
地
法
な
ど
）
が
適
用
さ
れ
る
（
14
）

。

第
二
章　

国
際
法
規
約
の
体
系
的
解
釈
の
必
要
性

外
国
貿
易
取
引
の
重
要
な
要
素
は
、
契
約
当
事
者
の
売
買
契
約
の
本
旨
・
内
容
に
沿
っ
た
履
行
の
確
保
で
あ
り
、
売
主
は
代
金
の
確
実

な
受
領
、
買
主
は
商
品
内
容
な
ら
び
に
受
領
時
期
が
契
約
に
沿
っ
て
履
行
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
取
引
契
約
の
安
全
の
確
保
の
た
め
、
世

界
的
な
金
融
取
引
綱
を
有
す
る
銀
行
、
事
故
に
備
え
た
保
険
機
関
の
介
在
が
不
可
欠
と
な
り
、
輸
出
・
輸
入
者
の
契
約
関
係
を
基
軸
と
し

つ
つ
、
銀
行
等
の
複
数
当
事
者
の
利
益
の
公
平
な
調
整
の
た
め
に
は
、
当
事
者
の
権
利
・
義
務
の
関
連
法
規
定
や
取
引
実
務
に
沿
っ
た
体

系
的
解
釈
が
重
要
と
な
る
（
15
）

。
国
内
法
（
商
法
、
手
形
法
、
保
険
法
、
銀
行
取
引
法
、
銀
行
取
引
約
款
な
ど
）
の
み
な
ら
ず
、
国
際
取
引
法
、
貿
易
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五

保
険
法
、
信
用
状
統
一
規
則
、
国
際
取
引
約
款
な
ど
国
際
法
規
約
の
体
系
的
解
釈
が
必
要
と
な
る
。
商
業
信
用
状
、
荷
為
替
手
形
、
貿
易

保
険
等
（
16
）

を
巡
る
係
争
は
、
か
か
る
法
適
用
が
課
題
と
な
る
事
例
で
あ
る
。

第
三
章　

イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
な
ら
び
に
債
権
法
改
正
な
ど
の
影
響

１
．
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
な
ど
新
た
な
動
向
の
影
響

国
際
法
規
約
の
体
系
的
解
釈
の
必
要
性
に
関
連
し
て
、
近
時
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
改
訂
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
批
准
等
新
た
な
動
向
が
あ

り
、
注
視
さ
れ
る
。
リ
ス
ク
移
転
な
ど
に
関
し
て
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
（IN

C
O

T
E

R
M

S
2010

）
の
検
討
、
敷
衍
し
て
ウ
ィ
ー
ン

売
買
条
約
（
国
際
物
品
売
買
条
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約 U

nited N
ations C

onvention on C
ontracts for the International S

ale of G
oods 

C
IS

G

）
と
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
の
比
較
・
関
連
等
も
実
務
上
重
要
な
課
題
と
な
る
。
検
討
が
進
め
ら
れ
る
我
が
国
債
権
法
改
正
と
国
際
取

引
法
な
ら
び
に
国
際
的
資
金
決
済
に
か
か
る
影
響
も
考
察
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

２
．
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇

⑴
リ
ス
ク
移
転　

リ
ス
ク
移
転
時
期
に
つ
き
、
国
際
貿
易
で
は
売
手
の
リ
ス
ク
負
担
範
囲
は
売
手
の
費
用
負
担
範
囲
と
誤
解
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
相
手
港
へ
の
商
品
到
着
ま
で
の
費
用
を
売
手
が
負
担
し
、
売
手
側
リ
ス
ク
は
相
手
港
に
着
く
ま
で
と
な
る

が
、
実
際
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
リ
ス
ク
移
転
時
点
は
Ｆ
Ｏ
Ｂ
と
同
じ
く
船
積
・
荷
渡
を
す
る
場
合
は
本
船
上
に
物
品
を
置
い
た
時
と

な
る
。
Ｅ
Ｘ
Ｗ
は
指
定
場
所
に
商
品
を
置
き
買
手
処
分
に
委
ね
た
時
点
、
Ｃ
Ｉ
Ｐ
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
は
売
手
が
売
手
手
配
の
輸
送
人
に
引
渡
し
た

時
点
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
売
手
が
買
手
手
配
の
輸
送
人
に
引
渡
し
た
時
点
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
買
手
指
定
の
本
船
側
に
物
品
を
置
い
た
時
点
と
な
る
。
リ
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ス
ク
移
転
時
点
は
国
際
商
業
会
議
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
の
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
（IN

C
O

T
E

R
M

S
2010

）
に
明
文
規
定
さ
れ
る
。
強
制
力

は
な
く
、
契
約
書
でT

his C
ontract is governed by “lN

C
O

T
E

R
M

S
2010 ”

の
趣
旨
の
文
言
を
入
れ
、
双
方
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
（
17
）

。

他
方
、
所
有
権
移
転
時
期
も
費
用
負
担
範
囲
の
売
主
か
ら
買
手
へ
の
移
転
時
と
誤
解
さ
れ
易
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
相
手
港
の
到

着
時
点
ま
で
の
費
用
を
売
手
が
負
担
し
、
所
有
権
は
相
手
港
の
本
船
到
着
・
荷
卸
の
時
点
で
買
手
に
移
転
す
る
が
、
実
際
は
所
有
権
移
転

時
期
は
批
准
国
に
強
制
力
を
持
つ
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
、
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
と
も
規
定
さ
れ
な
い
。
所
有
権
移
転
条
項
に
よ
る

移
転
時
期
の
合
意
が
検
討
さ
れ
る
。
売
主
か
ら
は
少
な
く
と
も
代
金
の
完
全
確
保
時
点
で
移
転
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
代
金
が
確
保
さ

れ
な
い
に
関
わ
ら
ず
所
有
権
が
移
転
す
る
と
支
払
不
能
に
な
っ
て
も
当
該
商
品
に
対
す
る
権
利
は
主
張
で
き
な
い
。
買
主
か
ら
み
れ
ば
、

不
測
の
事
態
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る
意
味
で
、
支
払
と
は
無
関
係
に
売
主
国
で
輸
送
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
所
有
権
を
移
転
さ
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑵
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇　

イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
は
一
九
三
六
年
以
降
改
訂
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
六
日
二
〇
〇
〇
年
版
改
訂

が
承
認
さ
れ
る
（
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
発
効
（
18
）

）。
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
で
は
引
渡
・
船
積
場
所
に
応
じ
積
地
の
工
場
渡
し
か
ら
揚

地
の
相
手
先
指
定
場
所
渡
し
ま
で
、
従
来
の
四
種
類
一
三
条
件
か
ら
二
種
類
一
一
規
則
（
条
件
）
に
改
定
さ
れ
た
。
二
種
類
は
「
あ
ら
ゆ

る
輸
送
形
態
に
適
し
た
規
則
（R

ules for A
ny M

ode or M
odes of T

ransport

）」、「
海
上
お
よ
び
内
陸
水
路
輸
送
の
た
め
の
規
則
（R

ules 

for S
ea and Inland W

aterw
ay T

ransport

）」
で
、
条
件
で
は
Ｄ
Ａ
Ｔ
（D

elivered A
t T

erm
inal

）、
Ｄ
Ａ
Ｐ
（D

elivered A
t P

lace

）
が
新

設
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｂ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
引
渡
時
点
は
「
本
船
の
手
す
り
を
越
え
る
時
点
」
か
ら
「
船
上
に
貨
物
を
置
い
た
時
点
」
に

変
更
さ
れ
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
つ
き
洋
上
転
売
の
引
渡
し
も
「
貨
物
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
り
（by procuring 

the goods

）」
と
明
記
さ
れ
る
。
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イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
〇
〇
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、
①
Ｆ
Ｏ
Ｂ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
お
よ
び
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
三
条
件
か
ら
危
険
負
担
の
分
岐
点
の

「
本
船
の
手
す
り
（ship ’s rail

）」
が
削
除
さ
れ
る
。
②
「
連
続
売
買
」
に
言
及
し
た
規
定
が
導
入
さ
れ
る
。
引
渡
は
本
船
側
も
し
く
は
船

上
に
物
品
を
置
く
こ
と
、
ま
た
は
引
渡
さ
れ
た
物
品
を
調
達
す
る
（procure

）
こ
と
に
よ
り
履
行
さ
れ
る
（
19
）

。
後
者
は
、
輸
送
中
の
洋
上
転

売
を
想
定
し
、
危
険
は
「
調
達
し
た
時
」
＝
「
売
買
契
約
締
結
の
時
」
に
移
転
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
第
六
八
条
第
一
文
と
一
致
す
る
と
み
ら
れ

る
。
③
持
込
渡
条
件
の
集
約
に
よ
り
規
則
は
一
三
か
ら
一
一
に
減
少
し
、
運
送
手
段
に
関
わ
ら
ず
使
用
可
能
な
新
規
則
と
し
て
Ｄ
Ａ
Ｔ

（
タ
ー
ミ
ナ
ル
持
込
渡
）、
Ｄ
Ａ
Ｐ
（
仕
向
地
持
込
渡
）
を
従
来
の
Ｄ
Ａ
Ｆ
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
、
Ｄ
Ｅ
Ｑ
お
よ
び
Ｄ
Ｄ
Ｕ
の
代
わ
り
に
導
入
す
る
。
Ｄ

Ａ
Ｔ
は
Ｄ
Ｅ
Ｑ
に
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
は
Ｄ
Ａ
Ｐ
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
お
よ
び
Ｄ
Ｄ
Ｕ
に
対
応
し
（
20
）

、
持
込
渡
条
件
は
Ｄ
Ａ
Ｔ
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
お
よ
び
Ｄ
Ｄ
Ｐ
の
三
条

件
と
な
る
。
④
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
・
チ
ャ
ー
ジ
（
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
の
言
及
で
あ
る
（
21
）

。
⑤
海
上
お
よ
び
内
陸
水
路
輸
送
の
規
則
と
し

て
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
お
よ
び
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
第
二
ク
ラ
ス
の
海
上
お
よ
び
内
陸
水
路
輸
送
の
規
則
に
分
類
さ
れ
、
輸
送
手
段
が
船

舶
の
場
合
に
し
か
使
え
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
本
船
へ
の
直
接
引
渡
が
前
提
と
な
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
に
お
い
て
運
送
人
に
引
渡
さ
れ

る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
場
合
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
ま
た
は
Ｃ
Ｉ
Ｐ
規
則
を
使
用
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
⑥
国
内
取
引
へ
の
使
用
を
公
式
に

認
め
る
（
22
）

。
⑦
取
引
条
件
（trade term

）
ま
た
は
条
件
（terrn
）
と
規
則
（rule

）
を
使
い
分
け
て
い
る
（
23
）

。

３
．
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
と
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
（
24
）

と
の
比
較
を
行
う
と
、
①
売
主
・
買
主
の
義
務
と
危
険
移
転
時
期
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
（
第
六
七
条
─
第
六
九
条
（
25
）

）
に
も
規

定
が
あ
る
。
Ｆ
Ｏ
Ｂ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
は
本
船
の
船
上
に
置
か
れ
た
時
ま
た
は
調
達
さ
れ
た
時
と
な
る
。
両
者
の
規
定
に
相
違
が
あ

る
時
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
第
六
条
の
当
事
者
自
治
の
原
則
に
よ
り
、
契
約
で
採
用
す
る
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
が
優
先
す
る
。
②
契
約
成
立
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と
契
約
違
反
に
対
す
る
救
済
に
つ
い
て
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
に
規
定
は
な
い
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
は
規
定
が
あ
り
、
実
務
面
で
内
容
を
把
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
契
約
の
有
効
性
と
所
有
権
移
転
時
期
に
つ
い
て
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
規
定
が
な
い
。
従
来
同
様
に
国
際
私
法
（
法
の
抵
触

に
関
す
る
法
）
の
定
め
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
国
家
法
に
よ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
国
際
売
買
条
約
の
標
準
的
取
引

条
件
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
（
26
）

。

４
．
債
権
法
改
正
と
国
際
的
資
金
決
済
へ
の
影
響

⑴
債
権
法
改
正
の
検
討
と
国
際
取
引　

我
が
国
の
債
権
法
改
正
（
27
）

に
伴
う
国
際
取
引
法
な
ら
び
に
国
際
的
資
金
決
済
に
か
か
る
影
響
も
今

後
注
視
さ
れ
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
の
整
合
性
な
ど
議
論
さ
れ
よ
う
。

「
第
六
危
険
負
担
」
に
つ
き
、
債
務
不
履
行
解
除
の
関
連
で
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
〇
四
号
（
二
〇
〇
九
））
は
「
現
行

民
法
五
三
四
条
、
五
三
五
条
、
五
三
六
条
一
項
は
廃
止
す
る
」。
従
来
の
判
断
基
準
は
売
買
契
約
で
は
非
実
務
的
で
、
売
買
契
約
以
外
で

は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
ず
、
危
険
負
担
概
念
は
廃
止
す
べ
き
こ
と
、
実
務
で
は
リ
ス
ク
と
し
て
滅
失
毀
損
の
損
害
負
担
で
あ
り
従
来
の

Ｆ
Ｏ
Ｂ
・
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
お
け
る
欄
干
通
過
時
に
移
転
す
る
考
え
方
で
あ
る
こ
と
、
解
除
一
元
化
で
は
解
除
通
知
の
意
思
表
示
の
失
念
の
場
合

に
信
義
則
や
権
利
濫
用
に
よ
る
救
済
を
認
め
る
方
針
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
国
際
取
引
で
は
代
替
可
能
な
種
類
物
売
買
が
主
で

引
渡
時
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
問
題
と
引
渡
遅
延
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
障
害
に
よ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
重
大
な
契
約
違
反
に
よ
る
解
除
で
解
決

で
き
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
る
（
28
）

。

⑵
債
権
法
改
正
と
国
際
的
資
金
決
済　

国
際
的
資
金
決
済
の
関
連
で
、「
第
七
受
領
遅
滞
（
民
法
第
四
一
三
条
）」
に
関
し
、
①
効
果
の

具
体
化
・
明
確
化
に
つ
き
、
国
際
取
引
で
は
Ｆ
Ｏ
Ｂ
で
船
積
時
期
に
買
主
が
船
舶
を
手
配
し
な
い
状
況
が
み
ら
れ
る
。
多
く
の
場
合
信
用
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五
九

状
ま
た
は
Ｄ
／
Ｐ
、
Ｄ
／
Ａ
に
よ
る
代
金
取
立
と
な
り
、
買
主
の
受
領
遅
滞
に
対
し
て
反
対
債
務
の
期
限
の
利
益
の
喪
失
は
意
味
が
な
く
（
29
）

、

債
務
不
履
行
と
し
て
扱
い
、
受
領
遅
滞
の
構
成
は
必
要
な
い
。
②
損
害
賠
償
請
求
お
よ
び
解
除
の
可
否
に
つ
き
規
定
は
必
要
で
な
く
、
相

場
暴
落
時
の
Ｆ
Ｏ
Ｂ
契
約
で
は
売
主
の
転
売
損
を
少
な
く
す
る
必
要
が
あ
る
（
30
）

。
③
受
領
強
制
も
国
際
取
引
で
は
転
売
す
る
こ
と
が
一
般
で

必
要
性
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

「
第
一
四
証
券
的
債
権
に
関
す
る
規
定
」
に
関
し
、「
一　

証
券
的
債
権
に
関
す
る
規
定
の
要
否
（
民
法
第
四
六
九
条
か
ら
第
四
七
三
条
ま

で
）」
に
つ
き
商
法
規
定
と
の
矛
盾
が
あ
り
規
定
を
置
か
な
い
こ
と
、「
二　

有
価
証
券
に
関
す
る
規
定
の
要
否
（
第
四
五
九
条
か
ら
第
四
七
三

条
ま
で
）」
に
証
券
的
債
権
の
規
定
を
置
か
な
い
場
合
は
有
価
証
券
に
関
す
る
規
定
（
第
四
六
九
条
か
ら
第
四
七
三
条
ま
で
）
に
つ
き
商
法
と

一
本
化
し
通
則
的
規
定
を
置
く
こ
と
、「
三　

有
価
証
券
に
関
す
る
通
則
的
な
規
定
の
内
容
」
に
は
一
般
的
定
義
規
定
を
置
か
な
い
こ
と
、

通
則
的
規
定
の
適
用
対
象
の
有
価
証
券
の
範
囲
、
譲
渡
・
善
意
取
得
要
件
、
債
務
者
抗
弁
の
切
断
等
具
体
的
な
内
容
は
規
定
を
置
く
こ
と
（
31
）

、

「
四　

免
責
証
券
に
関
す
る
規
定
」
に
つ
き
手
荷
物
引
換
証
、
携
帯
品
預
証
、
銀
行
実
務
で
の
受
取
証
等
が
あ
り
規
定
を
置
く
こ
と
な
ど

見
解
が
出
さ
れ
る
（
32
）

。

第
四
章  

荷
為
替
信
用
状
の
問
題
点
と
対
応
─
Ｂ
／
Ｌ
ク
ラ
イ
シ
ス
と
貿
易
取
引
の
電
子
化
な
ど
─

１
．
荷
為
替
・
商
業
信
用
状
の
問
題
点
─
Ｂ
／
Ｌ
ク
ラ
イ
シ
ス
─

⑴
信
用
状
決
済
の
リ
ス
ク　

売
主
は
支
払
を
受
け
る
た
め
、
必
要
書
類
を
有
効
期
限
内
に
銀
行
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
信
用
状
の

受
領
段
階
で
必
要
書
類
を
適
時
に
揃
え
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る
。
適
時
に
揃
え
ら
れ
な
い
書
類
提
出
を
信
用
状
の
中
で
買
主
が
要
求
す
る

場
合
は
当
該
書
類
提
出
を
不
要
と
す
る
よ
う
に
、
期
限
が
短
い
場
合
は
十
分
な
有
効
期
間
と
す
る
よ
う
に
、
各
々
信
用
状
が
修
正
さ
れ
る
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ま
で
商
品
を
船
積
み
し
て
は
な
ら
な
い
（
33
）

。
買
主
は
信
用
状
開
設
後
に
開
設
銀
行
が
倒
産
す
れ
ば
決
済
が
で
き
な
く
な
り
、
当
該
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
売
主
は
契
約
書
で
国
際
的
一
流
銀
行
（International F

irst C
lass B

ank

）
が
開
設
す
る
荷
為
替
信
用
状
を
求
め
る

こ
と
、
開
設
銀
行
の
名
称
を
契
約
書
に
具
体
的
に
記
載
し
倒
産
の
危
険
の
あ
る
銀
行
か
ら
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
（
34
）

。⑵
Ｂ
／
Ｌ
ク
ラ
イ
シ
ス
に
よ
る
代
金
回
収
不
能　

近
距
離
貿
易
で
は
船
荷
証
券
が
銀
行
経
由
で
買
主
に
届
く
前
に
商
品
が
港
に
着
き
か

ね
ず
、
買
主
は
船
荷
証
券
を
銀
行
経
由
で
な
く
直
送
す
る
こ
と
、
船
長
託
送
で
到
着
と
同
時
に
受
け
取
る
こ
と
、
船
会
社
に
売
主
保
証
で

商
品
が
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
等
を
要
求
す
る
。
Ｌ
／
Ｃ
決
済
を
逸
脱
し
、
支
払
の
な
い
ま
ま
商
品
の
み
引
取
ら
れ
る
懸
念
が
生
じ

る
（
35
）

。さ
ら
に
近
年
は
技
術
革
新
に
よ
る
船
舶
高
速
化
、
コ
ン
テ
ナ
化
、
荷
役
作
業
の
効
率
化
に
よ
り
、
貨
物
が
輸
入
港
に
到
着
し
て
い
る
に

関
わ
ら
ず
、
銀
行
経
由
で
の
輸
入
者
へ
の
船
荷
証
券
（
Ｂ
／
Ｌ
）
の
到
着
が
間
に
合
わ
ず
貨
物
が
入
手
で
き
な
い
船
荷
証
券
の
危
機
（T

he 

B
ill of L

ading C
risis

）
が
発
生
し
て
お
り
、
ペ
ー
パ
ー
船
荷
証
券
を
中
核
と
す
る
貿
易
書
類
を
使
用
す
る
旧
貿
易
金
融
シ
ス
テ
ム
の
限

界
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
解
決
策
と
し
て
は
、
保
証
渡
し
（
Ｌ
／
Ｇ
）、
シ
ー
ウ
ェ
イ
ビ
ル
（S

ea W
aybills

）、
ス
タ
ン
ド
バ
イ

信
用
状
（S

tandby C
redit

）
の
使
用
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
根
本
的
に
は
、
貿
易
書
類
を
電
子
デ
ー
タ
に
し
て
安
全
に
送
受
信
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
36
）

。

２
．
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
お
よ
び
海
上
運
送
状　

サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
（
Ｂ
／
Ｌ
の
元
地
回
収
）
お
よ
び
海
上
運
送
状
（S

ea W
aybill 

S
W

B

海
上
運
送
状
）
は
、
船
荷
証
券
の
危
機
（B

/L
 C

risis

）
へ
の
対
処
か
ら
考
案
さ
れ
、
貨
物
引
取
り
に
証
券
呈
示
が
不
要
な
点
は
共
通



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望
（
藤
川
）

六
一

す
る
。
相
違
点
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｂ
はU

C
P

600

に
取
扱
規
定
が
あ
り
（
第
二
一
条
（
流
通
性
の
な
い
海
上
運
送
状
））、
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
は
規

定
が
な
い
。
Ｂ
／
Ｌ
の
種
類
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
元
地
回
収
時
点
で
Ｂ
／
Ｌ
の
機
能
は
失
わ
れ
る
。
荷
為
替
手
形
を
担
保

す
る
Ｂ
／
Ｌ
原
本
は
存
在
せ
ず
、
銀
行
経
由
の
信
用
状
（
Ｌ
／
Ｃ
）
取
引
に
は
原
則
的
に
不
適
で
あ
る
が
、
近
年
は
輸
入
者
の
利
便
性
か

ら
信
用
状
取
引
で
も
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
を
使
用
す
る
場
合
、
事
前
に
十
分
に
取
引
銀

行
と
相
談
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

Ｓ
Ｗ
Ｂ
は
、
信
用
状
取
引
に
使
用
さ
れ
る
運
送
書
類
と
し
てU

C
P

600

で
も
「
流
通
性
の
な
い
海
上
運
送
状
（
第
二
一
条
）」
と
し
て

船
荷
証
券
、
航
空
運
送
状
と
共
に
規
定
が
あ
る
。
実
務
的
手
続
き
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
Ｌ
／
Ｃ
取
引
で
は
Ｓ
Ｗ
Ｂ
は
一
般
的
で
な
い
。

信
用
状
付
や
信
用
状
な
し
の
Ｄ
／
Ｐ
・
Ｄ
／
Ａ
以
外
で
は
、
一
般
的
に
荷
送
人
・
荷
受
人
の
当
事
者
間
で
直
送
さ
れ
、
原
本
は
貨
物
引
取

に
不
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｂ
は
運
送
状
で
あ
り
、
荷
送
人
に
貨
物
処
分
権
が
留
保
さ
れ
、
貨
物
到
着
前
に
荷
受
人
の
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。

Ｓ
Ｗ
Ｂ
は
Ｂ
／
Ｌ
と
異
な
り
、
紛
失
等
の
際
の
除
権
決
定
な
ど
煩
雑
な
手
続
き
は
不
要
で
あ
る
（
37
）

。

３
．
貿
易
取
引
の
電
子
化
─
分
割
所
有
権
説
とB

orelo
電
子
船
荷
証
券
シ
ス
テ
ム
な
ど
─

標
準
化
デ
ー
タ
伝
送
に
よ
り
迅
速
化
・
正
確
化
が
期
待
で
き
る
が
、
貿
易
取
引
の
電
子
化
に
お
い
て
所
有
権
移
転
の
管
理
が
問
題
と
な

る
。
代
表
例
と
し
てB

olero

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
（
38
）

、
電
子
船
荷
証
券
（e-B

/L

）
の
権
利
移
転
の
シ
ス
テ
ム
管
理
の
機
能
を
実
現
す
る
。

B
olero

シ
ス
テ
ム
の
中
央
伝
送
機
関
Ｃ
Ｍ
Ｐ
（C

ore M
essaging P

latform
）
で
は
、B

olero

船
荷
証
券
情
報
（T

bxt F
ile

）
を
受
け
取
り
、

権
利
移
転
を
管
理
す
る
Ｔ
Ｒ
（T

itle R
egistry

）
機
能
を
用
い
て
所
有
権
の
移
転
管
理
を
行
う
。
貨
物
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て

O
w

nership

（
所
有
権
）
とH

oldership

（
占
有
権
）
に
区
別
し
て
登
録
さ
れ
る
。H

oldership

の
保
有
者
はH

oldership

の
移
転
の
み
可
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二

能
と
な
り
、
銀
行
に
よ
る
買
取
の
際
に
はO

w
nership

は
移
転
で
き
な
い
。O

w
nership

は
、
所
有
者
が
占
有
者
で
あ
る
場
合
の
み
移

転
す
る
（
39
）

。
B

olero
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
所
有
権
移
転
は
、
分
割
所
有
権
の
理
論
が
応
用
さ
れ
、
所
有
権
を
受
益
利
益
（beneficial interest

）、
担

保
利
益
（security interest

）
に
分
割
し
て
把
握
す
（
40
）

る
（
41
）

。

B
olero

船
荷
証
券
で
は
所
有
者
と
し
てO

riginator

（
Ｂ
／
Ｌ
発
行
者
）、Surrender P

arty

（
Ｂ
／
Ｌ
最
終
引
受
人
）、Shipper

（
荷
主
）、

H
older

（
Ｂ
／
Ｌ
所
持
人
）、P

ledgee

（
動
産
質
権
者
）、T
o O

rder P
arty

（
Ｂ
／
Ｌ
譲
渡
時
指
図
人
）、C

onsignee

（
荷
受
人
）
が
あ
る
。

信
用
状
取
引
で
売
主
はS

hipper＆
H

older of B
olero B

/L

、
買
主
はT

o O
rder P

arty

に
指
定
さ
れ
る
。
権
利
移
転
プ
ロ
セ
ス
で

輸
出
地
買
取
銀
行
、
売
主
へ
の
支
払
に
伴
い
輸
入
地
発
行
銀
行
が
各P

ledgee

に
指
定
さ
れ
る
。
買
主
の
発
行
銀
行
へ
の
支
払
と
同
時
に

発
行
銀
行
は
質
権
解
除
さ
れP

ledgee
で
な
く
な
り
、
同
時
に
買
主
はH

older

に
指
定
さ
れ
正
当
な
権
利
を
有
す
るH

older to O
rder

と
な
る
。
船
会
社
がH

older to O
rder

の
買
主
に
引
渡
し
てB

olero

船
荷
証
券
はS

urrender

さ
れ
消
滅
す
る
。B

olero R
ulebook

に
よ
れ
ば
（
42
）

、
運
送
人
の
み
船
荷
証
券
を
発
行
で
き
、
質
権
実
行
（E

nforce P
ledge

）
は
動
産
質
権
者
（P

ledgee H
older

）
が
行
う
。
船
荷

証
券
の
修
正
要
求
（R

equest A
m

endm
ent

）
は
運
送
人
以
外
が
行
使
で
き
、
修
正
承
認
（G

rant A
m

endm
ent

）、
拒
否
（D

eny A
m

endm
ent

）

は
運
送
人
以
外
で
き
な
い
。
書
面
へ
の
切
り
替
え
（S

w
itch to P

aper

）
は
運
送
人
以
外
は
行
使
で
き
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｌ
が
運
送
人
の
代
理
人

（A
gent

）
と
な
り
、
運
送
人
の
権
利
譲
渡
と
承
継
人
の
承
認
通
知
を
新H

older

に
行
い
、
新H

older

は
権
利
移
転
を
確
認
す
る
。
代
理

人
のB

olero InternationalL
td.

を
通
じ
た
間
接
占
有
（C

onstructive P
ossession

）
が
転
得
者
に
移
転
す
る
（
43
）

。

４
．
Ｃ
Ｉ
Ｆ
契
約
と
電
子
船
荷
証
券
の
課
題　

Ｃ
Ｉ
Ｆ
契
約
、B

olero

・S
U

R
F

、D
ocum

entary C
redits

決
済
を
前
提
に
、
分
割



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望
（
藤
川
）

六
三

所
有
権
理
論
か
ら
は
物
品
引
渡
に
よ
り
買
主
にO

w
nership

が
移
転
、H

oldership

は
買
取
に
よ
り
銀
行
に
移
転
し
よ
う
が
、B

olero
シ
ス
テ
ム
で
は
銀
行
買
取
に
よ
りH

oldership

の
み
移
転
し
、O

w
nership

は
輸
出
者
に
留
ま
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｆ
契
約
の
積
地
売
買
の
特
性

か
ら
船
積
時
に
所
有
権
移
転
さ
れ
、
Ｂ
／
Ｌ
記
載
の
船
積
日
時
でO

w
nership

は
移
転
す
る
と
み
ら
れ
る
。
他
方
で
Ｃ
Ｉ
Ｆ
契
約
は
象

徴
的
引
渡
し
を
本
質
と
し
、
荷
為
替
信
用
制
度
を
特
約
す
る
場
合
に
は
担
保
権
を
留
保
す
る
た
め
、H

oldership

に
つ
い
て
は
銀
行
経
由

で
移
転
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
44
）

。B
olero

証
券
に
お
け
る
運
送
契
約
上
の
地
位
の
移
転
に
関
し
、
運
送
人
が
新
承
継
人
と
の
間
で
運
送
契

約
を
更
改
（N

ovation

）
し
、
新H

older

に
対
し
て
貨
物
に
関
す
る
権
利
を
与
え
る
。bolero. net

に
お
い
て
債
権
的
権
利
の
移
転
は
指

名
債
権
譲
渡
（A

ssignm
ent

）
で
な
く
、
更
改
に
よ
り
引
渡
請
求
権
が
新H

older

に
移
転
す
る
（
45
）

。

５
．
貿
易
取
引
の
電
子
化
の
課
題
と
統
一
規
則
改
定
な
ど　

電
子
化
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
諸
々
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
（
46
）

、
荷
為
替
信
用

状
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
を
電
子
化
す
る
方
向
も
予
想
さ
れ
る
（
47
）

。
も
っ
と
も
書
類
点
検
作
業
を
含
め
た
信
用
状
取
引

全
体
の
電
子
化
（
Ｓ
Ｔ
Ｐ
化
）
は
関
係
者
の
利
害
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
信
用
状
条
件
と
の
一
致
を
判
断
す
る
基
準
（
厳
格
一
致
（strict 

com
pliance

）
原
則
（
48
）

）、
書
類
点
検
お
よ
び
発
行
依
頼
人
と
の
協
議
期
間
（
合
理
的
な
期
間
（reasonable tim

e （
49
）

））
に
つ
き
統
一
規
則
を
改
め

る
必
要
性
が
生
じ
る
こ
と
、
留
保
附
（under reserve

）
支
払
（
買
戻
請
求
権
（
50
）

）、
詐
欺
の
抗
弁
（
51
）

、
受
益
者
の
担
保
責
任
と
無
故
障
書
類
の

発
行
（
52
）

等
に
つ
き
解
釈
論
を
深
め
、
関
連
約
定
書
等
の
改
訂
を
検
討
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

６
．
航
空
運
送
状　

航
空
運
送
状
（A

lr W
aybill A

W
B

）
の
性
質
を
み
る
と
（
53
）

、
直
接
航
空
会
社
に
運
送
依
頼
す
る
場
合
、
航
空
貨
物
代

理
店
が
荷
主
に
航
空
運
送
状
を
発
行
す
る
。
混
載
貨
物
で
は
運
送
人
で
あ
る
混
載
業
者
が
荷
主
に
独
自
の
航
空
運
送
状
を
発
行
し
、
実
行
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運
送
人
で
あ
る
航
空
会
社
代
理
店
が
混
載
業
者
に
発
行
す
る
。
前
者
はH

ouse A
ir W

aybill

（
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｂ
）、
後
者
はM

aster A
ir 

W
aybill

（
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ｂ
）
と
称
す
る
。
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｂ
は
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ｂ
に
準
じ
、
運
送
入
の
違
い
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
と
な
る
。
ワ
ル

ソ
ー
条
約
で
は
航
空
運
送
人
は
航
空
運
送
人
は
荷
送
人
に
航
空
運
送
状
を
作
成
し
て
交
付
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
と
規
定
し
、
第
一
義

的
に
は
荷
送
人
に
作
成
義
務
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
実
務
で
は
航
空
代
理
店
が
作
成
し
荷
送
人
に
発
行
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
（
54
）

。

航
空
運
送
状
は
反
証
の
な
い
限
り
、
契
約
締
結
、
貨
物
受
取
、
運
送
条
件
に
つ
き
証
明
力
を
有
し
、
貨
物
の
重
畳
、
寸
法
、
荷
造
、
個
数

に
関
す
る
記
載
も
証
明
力
を
も
つ
。
か
か
る
規
定
か
ら
、
航
空
運
送
状
は
運
送
契
約
の
証
明
書
類
と
貨
物
の
受
取
証
と
し
て
の
性
質
を
有

す
る
（
55
）

。
船
荷
証
券
は
一
般
に
契
約
書
の
証
拠
、
貨
物
受
取
証
、
有
価
証
券
の
性
質
を
も
つ
が
、
航
空
運
送
状
は
有
価
証
券
と
し
て
の
性
質

を
も
た
な
い
。
船
荷
証
券
は
受
取
式
と
船
積
式
の
違
い
が
あ
る
が
、
航
空
運
送
状
は
常
に
受
取
式
と
し
て
発
行
さ
れ
る
。

７
．
今
後
の
見
通
し　

決
済
の
一
層
の
迅
速
化
、
運
送
書
類
の
非
流
通
性
か
ら
も
荷
為
替
信
用
状
の
減
少
、
荷
為
替
取
立
の
Ｄ
／
Ａ
決

済
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
移
行
の
促
進
が
見
込
ま
れ
よ
う
。
結
果
的
に
輸
入
地
銀
行

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
か
ら
輸
出
地
銀
行
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
移
行
が
予
想
さ
れ
る
。
信
用
状
決
済
に
基
づ
く
買
取
と
外
銀
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
お

よ
び
本
邦
ロ
ー
ン
方
式
か
ら
、
輸
出
地
銀
行
に
よ
る
輸
出
者
へ
の
買
取
、
フ
ォ
ー
フ
ェ
イ
テ
イ
ン
グ
（F

orfeiting

）、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ

（F
actoring

）
等
の
方
式
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
移
行
も
指
摘
さ
れ
る
（
56
）

。
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第
五
章　

信
用
状
に
お
け
るS

anction

の
問
題
と
対
応

１
．
信
用
状
に
お
け
るS

anction

の
問
題
─
「
充
足
し
た
呈
示
」
に
与
え
るS

anction

─

国
際
商
工
会
議
所
策
定
のU

C
P

600

（
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
発
効
）
に
関
連
し
て
、
信
用
状
に
お
け
るS

anction

の
問
題
が
指
摘
さ
れ

る
（
57
）

。
従
来
に
な
い
新
た
な
信
用
状
の
課
題
と
い
え
よ
う
。U

C
P

600

に
定
め
る
「
充
足
し
た
呈
示
（
58
）

」
に
与
え
る
影
響
と
問
題
点
と
し
て
、

輸
出
入
の
当
事
者
に
関
す
るS

anction

に
は
、
米
国
議
会
が
法
制
化
し
て
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
（O

fice of F
oreign A

ssets C
ontrol 

米
国
財
務
省
海

外
資
産
管
理
室
）
が
管
理
・
規
制
に
当
た
る
も
の
、
国
連
決
議
や
欧
州
評
議
会
決
議
を
受
け
各
国
が
遵
守
を
求
め
ら
れ
る
も
の
、
国
連
決

議
や
欧
州
評
議
会
決
議
を
受
け
て
加
盟
各
国
が
法
制
化
し
た
も
の
が
あ
る
。

信
用
状
取
引
に
お
け
るS

anction
の
最
大
の
問
題
は
、
信
用
状
条
件
とU

C
P

600

の
充
足
書
類
を
作
成
し
当
事
国
の
法
制
度
に
基
づ

き
確
認
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、S

anction
を
理
由
に
信
用
状
発
行
銀
行
あ
る
い
は
確
認
銀
行
が
発
行
銀
行
あ
る
い
は
確
認
銀
行
へ
の
書

類
到
着
時
点
で
書
類
の
呈
示
と
求
償
を
拒
否
す
る
懸
念
の
存
在
で
あ
る
。
買
取
時
点
で
は
問
題
が
な
い
が
、
書
類
が
発
行
銀
行
に
到
着
す

る
直
前
に
発
行
銀
行
当
事
国
のS

anction

が
発
効
し
た
場
合
に
「
充
足
し
た
呈
示
」
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
呈
示
し
た
買
取
銀
行

は
求
償
が
受
け
ら
れ
な
い
怖
れ
も
あ
る
。
指
定
さ
れ
た
確
認
銀
行
が
確
認
を
行
い
、
受
益
者
あ
る
い
は
取
引
銀
行
か
ら
書
類
呈
示
を
受
け
、

発
行
銀
行
の
授
権
通
り
に
買
取
を
行
っ
た
場
合
、
書
類
自
体
は
条
件
を
充
足
し
て
も
発
行
銀
行
へ
の
到
着
直
前
に
発
行
銀
行
当
事
国
の

S
ancton

が
発
効
し
た
場
合
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
呈
示
し
た
確
認
銀
行
は
求
償
が
受
け
ら
れ
な
い
。
結
果
と
し
て
、
確
認
銀
行
は
予
見

可
能
な
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
、
発
行
銀
行
の
信
用
（
与
信
）
リ
ス
ク
を
超
越
す
る
リ
ス
ク
の
存
在
を
理
由
に
呈
示
人
（
受
益
者
ま
た
は
呈
示

銀
行
）
に
対
し
、
呈
示
書
類
の
返
却
と
引
き
換
え
に
買
取
代
金
返
却
を
求
め
る
懸
念
が
あ
る
。
買
取
銀
行
や
確
認
銀
行
の
よ
う
に
指
定
銀
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行
で
な
く
と
も
発
行
銀
行
か
ら
信
用
状
に
基
づ
く
リ
ン
バ
ー
ス
を
委
託
さ
れ
た
リ
ン
バ
ー
ス
指
定
銀
行
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
59
）

。

２
．
信
用
状
に
お
け
るS

anction

の
対
応　

資
金
凍
結
増
加
は
銀
行
経
営
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
米
国
拠
点
の
影
響
、
業
務
停
止
処
分

等
決
済
取
引
の
制
約
と
し
て
業
務
・
信
用
問
題
と
な
る
。S

anction

は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
国
際
規
範
、
共
通
認
識
と
し
て
積
極
的
情

報
開
示
に
よ
り
顧
客
理
解
を
求
め
る
課
題
と
な
る
。

⑴
信
用
状
発
行
銀
行
の
取
り
組
み　

信
用
状
発
行
銀
行
の
取
り
組
み
と
し
て
、
⒜
輸
入
信
用
状
へ
のS

anction

対
応
文
言
に
つ
き
、

呈
示
自
体
を
拒
絶
す
る
（S

anction

違
反
が
判
明
し
た
場
合
は
書
類
の
取
扱
い
が
で
き
な
い
）、
呈
示
さ
れ
て
も
支
払
義
務
は
な
い
（
内
容
・
対
象

国
を
列
挙
す
る
）、S

anction

違
反
を
理
由
と
す
る
支
払
遅
延
・
損
失
に
は
一
切
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
60
）

。
⒝
通
知
銀
行
の

選
択
と
し
て
、S

anction

違
反
に
問
わ
れ
る
怖
れ
の
あ
る
国
と
関
係
す
る
銀
行
は
、S

anction

対
応
の
必
要
な
銀
行
に
は
信
用
状
は
極

力
仕
向
け
な
い
。
⒞
資
金
凍
結
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
輸
出
者
に
理
解
さ
せ
、
決
済
通
貨
の
再
考
を
含
め
た
取
引
の
再
構
築
を
打
診
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑵
輸
出
側
の
銀
行
の
取
り
組
み　

輸
出
側
の
銀
行
の
取
り
組
み
と
し
て
、
⒜
信
用
状
通
知
銀
行
は
、S

anction

違
反
に
問
わ
れ
か
ね

な
い
信
用
状
の
通
知
は
拒
絶
す
る
こ
と
、S

anction

違
反
に
問
わ
れ
か
ね
な
い
信
用
状
の
通
知
も
は
一
応
行
う
が
、
買
取
を
保
証
し
た
り
、

確
認
の
際
に
発
行
銀
行
以
上
の
責
め
を
負
う
も
の
で
な
い
こ
と
等
を
通
知
の
際
の
カ
バ
ー
レ
タ
ー
に
明
記
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⒝
確

認
銀
行
は
、confirm

は
発
行
銀
行
か
ら
指
定
さ
れ
た
オ
ー
プ
ンconfirm
で
あ
れ
、
受
益
者
の
依
頼
で
確
認
を
付
与
す
る
サ
イ
レ
ン
ト

confirm

で
あ
れ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
リ
ス
ク
（
61
）

、
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
し
か
保
証
せ
ず
、
当
事
者
国
の
法
令
違
反
、S

anction

違
反
は

カ
バ
ー
し
な
い
。confirm

後
にS

anction

違
反
の
書
類
の
買
取
呈
示
が
あ
る
場
合
、confirm

銀
行
と
し
て
の
買
取
等
の
取
引
は
出
来
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な
い
。
⒞
買
取
銀
行
は
、
買
取
後
にS

anction

違
反
が
判
明
す
る
場
合
、
発
行
銀
行
か
ら
求
償
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、

買
取
前
に
発
行
銀
行
がS

anction

対
象
国
で
あ
る
場
合
、
船
舶
や
寄
港
地
がS

anction

対
象
国
で
あ
る
場
合
、
事
前
に
十
分
な
確
認
が

必
要
で
あ
る
。S

anction

違
反
に
問
わ
れ
た
場
合
、
当
事
者
の
協
力
を
得
て
信
用
状
取
引
・
指
定
通
貨
に
拠
ら
な
い
決
済
方
法
の
構
築

も
必
要
と
な
る
。

３
．S

anction

の
解
決
に
向
け
た
実
務
上
の
留
意
点　

留
意
点
と
し
て
は
、
⒜
確
認
銀
行
は
確
認
を
付
与
し
な
い
こ
と
も
選
択
肢
に

す
る
こ
と
、
⒝
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
て
取
引
の
実
態
把
握
を
行
う
こ
と
、
⒞
事
業
者
間
の
協
力
と
連
携
な
ら
び
に
回
避
努
力
、

⒟
決
済
に
向
け
て
の
事
業
者
と
銀
行
の
協
力
、
⒠
銀
行
コ
ル
レ
ス
網
の
情
報
網
の
活
用
と
銀
行
間
連
携
、
⒡
銀
行
の
問
題
解
決
能
力
の
向

上
、
⒢
取
引
実
態
に
応
じ
た
臨
機
応
変
の
対
応
と
関
係
者
間
の
協
力
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
六
章　

お
わ
り
に
─
今
後
の
展
望
に
向
け
て
─

こ
れ
ま
で
、
荷
為
替
信
用
状
に
よ
る
決
済
を
中
心
に
、
シ
ー
ウ
ェ
イ
ビ
ル
、
ス
タ
ン
ド
バ
イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
お

よ
び
海
上
運
送
状
等
に
つ
い
て
も
理
論
と
実
務
の
検
討
・
対
応
な
ど
具
体
的
に
採
り
上
げ
て
き
た
。
国
際
取
引
を
巡
っ
て
は
近
年
ウ
ィ
ー

ン
国
際
売
買
条
約
の
批
准
、
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
の
改
訂
な
ど
の
大
き
な
動
向
が
背
景
に
あ
り
、
さ
ら
に
全
体
的
な
構
造
的
変
化
へ
の
対
応

と
し
て
、
信
用
状
危
機
、
電
子
化
、S

anction

へ
の
対
応
等
の
俯
瞰
も
行
っ
た
。

輸
出
者
、
輸
入
者
の
契
約
関
係
を
中
心
に
銀
行
、
保
険
機
関
等
の
利
害
関
係
者
が
存
在
し
、
複
数
当
事
者
間
利
益
の
公
平
な
調
整
の
た

め
に
は
当
事
者
の
権
利
・
義
務
を
関
連
法
規
定
、
取
引
実
務
に
沿
っ
て
体
系
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
国
内
法
な
ら
び
に
銀
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行
取
引
約
款
等
の
み
な
ら
ず
、
信
用
状
統
一
規
則
、
国
際
取
引
約
款
な
ど
国
際
規
約
の
総
合
的
・
体
系
的
な
解
釈
が
必
要
と
な
ろ
う
。
商

業
信
用
状
、
荷
為
替
手
形
、
貿
易
保
険
な
ど
を
巡
る
係
争
は
正
し
く
、
か
か
る
法
適
用
が
課
題
と
な
る
局
面
と
い
え
る
。

荷
為
替
手
形
に
関
す
る
現
代
的
課
題
と
し
て
は
、
従
来
の
信
用
状
で
は
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
運
用
が
厳
格
で
融
通
性
が
な
い
等
の
面

は
あ
る
も
の
の
最
も
安
全
な
決
済
方
式
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
物
流
の
活
発
化
、
技
術
革
新
に
伴
う
輸
送
高
速
化
な
ど
を
背
景
に

し
て
船
荷
証
券
に
よ
る
貿
易
決
済
シ
ス
テ
ム
は
困
難
な
事
態
に
直
面
す
る
。
貿
易
取
引
の
変
化
に
適
応
す
る
決
済
シ
ス
テ
ム
が
考
案
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
船
荷
証
券
の
電
子
化
な
ど
の
新
た
な
動
向
も
あ
る
。
法
的
位
置
付
け
な
ど
を
巡
っ
て
過
渡
期
と
し
て
模
索
が
続
い
て
い
る
。

厳
格
一
致
（strict com

pliance
）
の
原
則
、
書
類
点
検
お
よ
び
発
行
依
頼
人
と
の
協
議
の
合
理
的
な
期
間
（reasonable tim

e

）、
留
保
附

（under reserve

）
支
払
、
詐
欺
の
抗
弁
、
受
益
者
の
担
保
責
任
と
無
故
障
書
類
の
発
行
な
ど
に
つ
い
て
、
解
釈
論
と
し
て
検
討
を
深
め
、

信
用
状
統
一
規
則
、
関
連
約
定
書
等
の
改
訂
を
考
え
る
べ
き
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
航
空
運
送
状
に
例
を
と
れ
ば
、
決
済
の
一
層
の

ス
ピ
ー
ド
化
が
予
想
さ
れ
、
運
送
書
類
の
非
流
通
性
か
ら
も
荷
為
替
信
用
状
の
減
少
、
荷
為
替
取
立
て
や
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
ウ
ン
ト
決
済

へ
の
移
行
促
進
が
見
込
ま
れ
よ
う
。

加
え
て
前
提
と
な
る
引
渡
条
件
、
リ
ス
ク
移
転
な
ど
に
関
し
、
国
際
法
規
約
の
体
系
的
解
釈
の
必
要
性
か
ら
、
改
訂
さ
れ
た
イ
ン
コ

タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
の
検
討
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
と
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
と
の
比
較
も
実
務
上
重
要
な
課
題
と

な
る
。
検
討
が
進
め
ら
れ
る
我
が
国
の
債
権
法
改
正
と
国
際
取
引
法
・
国
際
的
資
金
決
済
に
か
か
る
影
響
に
つ
い
て
も
一
層
の
考
察
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

電
子
化
の
動
き
に
関
し
て
は
（
62
）

、
国
際
的
標
準
化
の
困
難
さ
、
貿
易
業
者
の
費
用
負
担
の
必
要
性
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
有

の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
障
害
な
ら
び
に
災
害
発
生
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
情
報
保
護
と
管
理
の
問
題
、
国
際
的
Ｅ
Ｄ
Ｉ
構
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六
九

築
等
も
今
後
の
課
題
と
な
る
。

さ
ら
に
は
近
年
、
信
用
状
に
関
わ
るS

anction

へ
の
対
応
と
い
っ
た
新
た
な
視
点
か
ら
の
課
題
も
生
じ
て
き
て
お
り
、
当
該
銀
行
に

と
っ
て
業
務
上
・
信
用
上
の
大
き
な
経
営
問
題
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
ら
は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
国
際
規
範
に
か
か
る
問
題
で
あ
り
、

今
後
は
顧
客
と
共
有
す
べ
き
共
通
認
識
と
し
て
積
極
的
な
情
報
開
示
、
顧
客
理
解
へ
の
地
道
な
努
力
等
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
１
）	

山
田
遼
一
・
佐
野
寛
『
国
際
取
引
法
（
第
三
版
補
訂
二
版
）』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）
一
六
九
─
一
八
六
頁
、
一
二
七
─
一
四
八
頁
、

牧
野
和
夫
・
河
村
寛
治
・
飯
田
浩
司
『
国
際
取
引
法
と
契
約
実
務
（
第
二
版
）』
中
央
経
済
社
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
二
〇
九
─
二
二
九
頁
。
長
谷

川
俊
明
『
新
法
律
英
語
の
カ
ギ　

契
約
・
文
書
』
レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
二
〇
〇
五
年
八
月
）、
田
中
信
幸
『
新
国
際
取
引
法
』
商
事

法
務
研
究
会
（
一
九
九
八
年
五
月
）、
東
京
銀
行
シ
ス
テ
ム
部
東
銀
リ
サ
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
『
貿
易
と
信
用
状
』
実
業
之
日
本
社

（
一
九
九
六
年
）、
Ｆ
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
、
Ｒ
・
Ａ
・
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
『
荷
為
替
信
用
状
の
法
理
概
論
』
九
州
大
学
出
版
会
（
一
九
九
五
年
）、
西
尾
信

一
『
銀
行
取
引
の
法
理
と
実
際
』
日
本
評
論
社
（
一
九
九
八
年
）、
加
野
忠
・
村
井
睦
男
『
国
際
金
融
と
外
国
為
替
（
第
三
版
）』
大
学
教
育
出
版

（
二
〇
一
〇
年
）、
黒
田
厳
『
通
貨
・
決
裁
シ
ス
テ
ム
と
金
融
危
機
』
中
央
大
学
出
版
部
（
二
〇
一
一
年
）、『
Ｉ
Ｃ
Ｃ
荷
為
替
信
用
状
に
関
す
る
統
一

規
則
お
よ
び
慣
例
』
国
際
商
業
会
議
所
日
本
委
員
会
（
二
〇
〇
七
年
）、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
「
国
際
化
Ｆ
Ａ
Ｑ
中
小
企
業
国
際
化
支
援
レ

ポ
ー
ト
」、
日
本
貿
易
振
興
機
構
「
貿
易
・
投
資
相
談
Ｑ
＆
Ａ
輸
入
に
関
す
る
基
本
的
な
制
度
や
手
続
き
：
決
済
・
金
融
・
為
替
」
参
照
。

（
２
）	

香
川
尚
道
『
外
国
為
替
と
貿
易
取
引
』
法
律
文
化
社
（
一
九
八
八
年
五
月
）
二
一
〇
─
二
一
七
頁
参
照
。

（
３
）	

証
券
記
載
事
項
が
決
定
的
な
証
拠
（conclusive evidence

）
と
認
め
ら
れ
る
。
債
権
的
効
力
を
認
め
る
の
は
大
陸
法
系
で
あ
り
我
が
国
も
採

用
す
る
。
英
米
法
系
は
一
応
の
証
拠
と
認
め
る
に
と
ど
ま
る
。

（
４
）	

米
国
で
は
船
荷
証
券
の
形
式
を
指
図
式
（O

rder B
ill of L

ading

）、
記
名
式
（S

traight B
ill of L

adlng

）
と
し
て
、
後
者
は
非
譲
渡
性

（non-negotiable

）
証
券
と
す
る
。



七
〇

（
５
）	

前
掲
・
山
田
遼
一
・
佐
野
寛
一
五
四
─
一
五
五
頁
、
前
掲
・
香
川
尚
道
二
一
七
頁
参
照
。

（
６
）	http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E
4%

B
F

%
A

1%
E

7%
94%

A
8%

E
7%

8A
%

B
6.

（
７
）	
輸
出
側
の
取
扱
銀
行
が
買
取
を
渋
る
理
由
は
、
デ
ィ
ス
ク
レ
に
お
い
てL

/C

発
行
銀
行
が
支
払
を
拒
否
す
る
た
め
で
（U

npaid

）、
リ
ス
ク
回

避
か
ら
取
立
方
式
を
主
張
す
る
所
以
で
あ
る
。
前
掲
・
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構 http://w

w
w

.sm
rj.go.jp/keiei/kokurepo/faq/dealing/

trade/051937.htm
l.

（
８
）	

双
方
間
の
取
り
決
め
以
外
に
は
解
決
方
法
は
な
い
。http://w

w
w

.hiw
ave.or.jp/H

A
P

E
E

/q_a/76.htm

（
９
）	

「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
信
用
状
統
一
規
則
（U

C
P

600

）」
国
際
商
業
会
議
所
日
本
委
員
会http://w

w
w

.iccjapan.org/book/book-j.htm

、IS
P

98

（International S
tandby P

ractice

）
新
堀
聡
「
ス
タ
ン
ド
バ
イ
信
用
状
」
貿
易
実
務
理
論
講
義N

o.34-45

「
国
際
金
融
」N

o.1075-1094

、

U
R

D
G

758

（IC
C

 U
nform

 R
ules for D

em
and G

uarantees, 2010 revision

）
後
藤
守
孝
・
橋
本
徹
「
改
訂
Ｉ
Ｃ
Ｃ
請
求
払
保
証
統
一
規
則
に

つ
い
て
」「
国
際
金
融
」N

o.1215
、http://w

w
w

.jetro.go.jp/w
orld/japan/qa/im

port_07/04A
-000A

35.

（
１０
）	http://w

w
w

.sm
rj.go.jp/keiei/kokurepo/faq/dealing/trade/051937.htm

l 

（
１１
）	

邦
銀
は
一
括
採
択
し
、
米
国
統
一
商
法
典
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
）
は
準
拠
が
明
記
さ
れ
る
信
用
状
に
適
用
さ
れ
る
（
五
─
一
一
六
条
C
）。
適
用
の
裁
判

例
に
つ
き
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
五
月
二
七
日
判
夕
六
四
八
号
一
五
二
頁
、
同
昭
和
六
二
年
五
月
二
九
日
金
融
法
務
一
一
八
六
号
八
四
頁
。
前
掲
・

山
田
遼
一
・
佐
野
寛
一
七
七
─
一
八
二
頁
。

（
１２
）	C

L
O

U
T

 C
ase447

（A
bstract at A

/C
N

 .9/S
E

R
. C

/A
B

S
T

R
A

C
T

S
/39

）
米
国
連
邦
地
裁S

.D
.N

.Y
.

二
〇
〇
二
年
三
月
二
六
日
判
決
、

C
L

O
U

T
 C

ase549

（A
bstract at A

/C
N

. 9/S
E

R
. C

/A
B

S
T

R
A

C
T

S
/48

）
ス
ペ
イ
ン
法
廷P

rovincial C
ourt of V

alencia, S
ixth D

iv. 

405/2003

（7 June 2003

）
判
決
、CL

O
U

T
 C

ase575

（A
bstract at A

/C
N

. 9/S
E

R
. C

/A
B

S
T

R
A

C
T

S
/51

）
米
国
連
邦
高
等
裁
判
所U

.S
. 

C
ourt of A

ppeals F
ifth C

ircuit; N
o.0220166

（11 June 2003; corrected 7 July 2003

）、
神
戸
地
裁
昭
和
六
一
年
六
月
二
五
日
判
決
（
法

人
税
更
正
処
分
等
取
消
請
求
事
件
）
参
照
。

（
１３
）	

東
京
地
判
平
成
九
年
六
月
三
〇
日
判
タ
九
六
六
号
二
三
〇
頁
、
大
阪
地
判
平
成
二
年
二
月
八
日
判
時
一
五
三
一
号
一
四
四
頁
。
外
国
為
替
手
形

取
立
に
つ
き
、
東
京
地
判
平
成
元
年
八
月
二
八
日
金
商
八
二
九
号
三
三
頁
。
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七
一

（
１４
）	

東
京
地
判
昭
和
五
二
年
四
月
一
八
日
判
時
八
五
〇
号
三
頁
。
前
掲
・
山
田
遼
一
・
佐
野
寛
一
七
八
─
一
七
九
頁
。

（
１５
）	

西
尾
幸
夫
・
三
木
脩
・
武
久
征
治
・
外
為
法
研
究
会
編
「
判
例
研
究 

商
業
信
用
状
・
荷
為
替
手
形
・
貿
易
保
険
に
か
か
わ
る
二
つ
の
裁
判
例
」

龍
谷
法
学
第
四
二
巻
第
三
号
一
三
八
六
─
一
三
八
八
頁
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
、
二
〇
〇
四
年U

N
ID

R
O

IT

国
際
商
事
契
約
原
則

（U
P

）、IN
C

O
T

E
R

M
S

、UC
P

500

、UR
C

522

（
取
立
統
一
規
則
）
等
の
援
用
可
能
国
際
ル
ー
ル
に
つ
い
て
世
界
法
た
るjus gentium

（
万
民
法
）

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
と
し
て
加
藤
亮
太
朗
「
国
際
取
引
に
お
け
るjus gentium

の
形
成
」
神
戸
学
院
法
学
第
一
号
（
二
〇
〇
六
年

七
月
）
四
五
─
六
五
頁
、
一
四
四
─
一
四
六
頁
。
さ
ら
に
資
金
関
連
で
は
、
一
九
七
七
年
米
国
海
外
腐
敗
行
為
防
止
法
（F

oreign C
orrupt 

P
ractices A

ct

）、
一
九
九
七
年
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
外
国
公
務
員
贈
賄
防
止
条
約
（
我
が
国
で
は
不
正
競
争
防
止
法
に
規
定
す
る
こ
と
で
実
効
性
が
担
保
さ

れ
る
）
な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な
ろ
う
か
。

（
１６
）	

通
知
銀
行
が
通
知
遅
滞
に
よ
り
賠
償
義
務
を
負
う
要
件
が
論
点
と
な
り
相
当
因
果
関
係
を
否
定
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
西
尾
幸
夫
「
通
知
銀
行

が
信
用
状
の
条
件
変
更
を
適
時
に
売
主
に
通
知
し
な
か
っ
た
こ
と
と
売
主
が
被
っ
た
損
害 

最
判
平
成
一
五
・
三
・
二
七
平
成
一
三
第
一
二
九
七
号

損
害
賠
償
請
求
事
件
（
金
融
法
務
事
情
一
六
七
七
号
五
四
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
一
六
九
号
三
九
頁
）」
前
掲
・
龍
谷
法
学
一
三
八
九
─
一
四
〇
〇

頁
。
信
用
状
統
一
規
則
に
沿
っ
た
法
律
構
成
が
検
討
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
外
国
為
替
公
認
銀
行
が
買
取
っ
た
外
国
向
為
替
手
形
が
不
渡
り
と
な
り

銀
行
取
引
契
約
お
よ
び
外
国
為
替
取
引
契
約
の
約
定
に
基
づ
き
手
形
買
戻
請
求
を
す
る
場
合
、
貿
易
保
険
法
お
よ
び
輸
出
手
形
保
険
約
款
の
遡
求
権

行
使
制
限
規
定
と
同
旨
の
特
約
が
締
結
さ
れ
た
と
認
め
る
事
例
と
し
て
、
三
木
脩
「
輸
出
手
形
保
険
の
保
険
金
支
払
と
不
渡
手
形
の
買
戻
請
求
事
件 

東
京
高
判
平
成
六
・
二
・
二
八
為
替
手
形
金
等
請
求
控
訴
事
件
（
判
時
一
五
〇
二
号
一
四
四
頁
）」
前
掲
・
龍
谷
法
学
一
四
〇
一
─
一
四
二
五
頁
。

振
出
人
（
売
主
）
の
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
や
買
戻
請
求
額
と
政
府
保
険
に
よ
る
填
補
額
の
関
係
の
解
釈
が
論
点
と
な
る
。
手
形
法
の
ほ
か
、

銀
行
取
引
契
約
や
外
国
為
替
取
引
契
約
の
約
定
、
貿
易
保
険
法
、
輸
出
手
形
保
険
約
款
、
貿
易
保
険
の
実
務
等
が
関
連
す
る
。

（
１７
）	http://w

w
w

.sm
rj.go.jp/keiei/kokurepo/faq/dealing/trade/051935.htm

l

（
１８
）	

新
堀
聰
「
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
に
つ
い
て
」
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
一
一
年
五
月
一
四
日
）
一
─
二
六
頁
参
照
、
以
下
同
。

実
務
家
向
け
に
詳
細
な
検
討
を
さ
れ
て
い
る
。

（
１９
）	

Ｆ
Ａ
Ｓ
・
Ｆ
Ｏ
Ｂ
・
Ｃ
Ｆ
Ｒ
・
Ｃ
Ｉ
Ｆ
規
則
の
助
言
メ
モ
とA

4

。



七
二

（
２０
）	

Ｄ
Ａ
Ｐ
導
入
に
よ
り
Ｄ
Ａ
Ｆ
と
Ｄ
Ｄ
Ｕ
も
必
要
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
触
れ
て
い
な
い
。

（
２１
）	

イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
二
〇
一
〇
は
チ
ャ
ー
ジ
の
負
担
者
に
つ
い
て
各
規
則
に
具
体
的
規
定
が
設
け
ら
れ
る
印
象
が
あ
る
が
、
実
際
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
の

A
6b

）
で
「
運
送
契
約
で
売
主
の
勘
定
と
さ
れ
た
、
仕
向
地
に
お
け
る
荷
卸
の
諸
掛
を
含
め
て
、A

3a

）
か
ら
生
じ
る
運
賃
そ
の
他
の
一
切
の
費
用
」

を
売
主
負
担
、B

6b

）
で
「
か
か
る
費
用
お
よ
び
諸
掛
が
、
運
送
契
約
の
下
で
売
主
の
勘
定
と
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
合
意
さ
れ
た
仕
向
地
に
物
品

が
到
着
す
る
ま
で
の
輸
送
中
に
お
け
る
物
品
に
関
す
る
一
切
の
費
用
お
よ
び
諸
掛
」
を
買
主
負
担
と
し
、
横
地
（
場
合
に
よ
り
中
間
地
）
に
お
け
る

問
題
を
処
理
す
る
。
揚
地
チ
ャ
ー
ジ
は
買
主
負
担
と
解
さ
れ
る
が
、
ヤ
ー
ド
間
輸
送
を
前
提
と
し
た
運
送
契
約
で
売
主
負
担
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
船
会
社
の
実
務
で
は
チ
ャ
ー
ジ
は
居
住
者
に
請
求
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
前
掲
・
新
堀
八
─
九
頁
。

（
２２
）	

副
題
と
し
て
、IC

C
 rules for the use of dom

estic and international trade term
s

と
明
記
す
る
。

（
２３
）	

「
同
じ
Ｆ
Ｏ
Ｂ
と
い
っ
て
も
、
国
に
よ
り
、
ま
た
、
業
種
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
決
め
た
Ｆ
Ｏ
Ｂ
の

内
容
は
、A

-1

か
らA

・10

ま
で
に
規
定
し
た
売
主
の
義
務
と
、B

・1

か
らB

・10

ま
で
に
規
定
し
た
買
主
の
義
務
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
」
と

の
趣
旨
で
あ
る
。

（
２４
）	

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
関
し
、
我
が
国
の
商
法
学
と
の
関
連
で
重
大
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
松
嶋
隆
弘
教
授
「
商
法
学
の
立
場
か
ら
み
た

ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約 P

erspectives on the C
IS

G
 from

 the view
point of Japanese C

om
m

ercial L
aw

」『
特
集
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
に
つ

い
て
（
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）』
法
学
紀
要
第
五
一
巻
二
七
三
─
二
九
一
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
日
本
大
学
法
学

部
法
学
研
究
所
参
照
。
松
嶋
隆
弘
教
授
は
商
法
典
と
の
対
比
と
し
て
、
①
製
造
物
供
給
契
約
の
扱
い
、
②
諾
否
通
知
義
務
（
商
法
五
〇
九
条
）、
③

目
的
物
の
検
査
・
通
知
義
務
（
商
法
五
二
六
条
一
項
）、
④
目
的
物
の
保
管
等
（
商
法
五
二
四
条
、
五
二
七
条
）、
⑤
定
期
売
買
の
解
除
規
制
（
商
法

五
二
五
条
）、
さ
ら
に
商
法
学
上
議
論
と
な
り
得
る
点
と
し
て
、
⑥
不
法
行
為
法
の
接
点
に
つ
き
、
鋭
く
検
討
を
加
え
ら
れ
る
。
⑤
で
は
、「
Ｃ
Ｉ
Ｓ

Ｇ
に
お
い
て
は
「
重
大
性
」
に
関
す
る
判
断
リ
ス
ク
を
買
主
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
を
述
べ
ら
れ
る
。
⑥
で
は
、
契
約
責
任
と
不
法
行

為
責
任
と
の
競
合
（
請
求
権
競
合
）
を
論
じ
ら
れ
る
。「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
過
失
責
任
主
義
を
採
用
し
て
い
な
い
代
わ
り
に
、
免
責
に
つ
い
て
規
定
す
る

と
こ
ろ
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
七
九
条
）
…
司
法
判
断
に
つ
き
予
測
可
能
性
を
欠
く
た
め
、
…
免
責
約
款
を
作
成
す
る
こ
と
が
多
い
…
解
釈
論
上
議
論
と
な
る

の
は
、
右
免
責
約
款
の
意
義
が
不
法
行
為
責
任
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
減
殺
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
…
国
際
海
上
物
品
運
送
法
は
、
運
送
人



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望
（
藤
川
）

七
三

の
債
務
不
履
行
責
任
に
関
す
る
規
定
が
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
に
も
準
用
さ
れ
る
旨
明
文
の
規
定
を
置
い
て
い
る
が
（
国
際
海
上
物
品

運
送
法
二
〇
条
の
二
）、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
、
…
対
象
を
限
定
し
て
い
る
の
で
、
か
か
る
規
定
は
置
い
て
い
な
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
関
し
て
も
…
不
法
行
為

責
任
と
の
競
合
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
…
議
論
は
そ
の
ま
ま
問
題
と
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
…
最
判
平
成
一
〇
年
四
月
三
〇
日
、
…

大
阪
高
判
平
成
一
三
年
四
月
一
一
日
の
よ
う
な
解
釈
論
に
頼
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
」。「
最
判
平
成
一
〇
年
四
月
三
〇
日
判
時
一
六
四
六
号
一
六
二

頁
は
、
…
一
定
額
に
制
限
す
る
こ
と
は
…
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
…
責
任
限
度
額
の
定
め
は
…
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
責
任
…
だ
け
で
な
く
、
不

法
行
為
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
、
当
事
者
の
合
理
的
な
意
思
に
合
致
す
る
…
事
情
が
存
在
す
る
と
き
に
は
、

信
義
則
上
、
責
任
限
度
額
を
超
え
て
運
送
人
に
対
し
て
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
当
該
議
論
に
対

す
る
一
定
の
解
決
の
方
向
性
を
示
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
導
入
が
実
務
界
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
さ
ら
な
る
未
踏
の
論
点
に
対
す
る
重

大
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
深
く
傾
聴
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
２５
）	

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
危
険
移
転
の
時
期
に
つ
き
、
①
輸
送
を
含
む
契
約
は
第
六
七
条
第
一
項
、
第
二
文
、
第
六
九
条
第
二
項
、
②
輸
送
中
の
物
品
売
買

は
第
六
八
条
、
③
そ
の
他
第
六
九
条
第
一
項
、
第
二
項
が
定
め
ら
れ
る
。

（
２６
）	

標
準
的
取
引
条
件
の
定
義
を
改
正
前
米
国
統
一
商
法
典
同
様
に
条
約
に
入
れ
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
改
正
の
頻
度
、
商
慣
習
の
技
術
的
詳
細
面

な
ど
か
ら
見
送
ら
れ
た
。

（
２７
）	

『
民
法
（
債
券
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
の
補
足
説
明
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
一
年
六
月
）、
大
阪
弁
護
士
会
編
『
民
法

（
債
券
関
係
）
改
正
の
論
点
と
実
務＜

上＞

』（
二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
２８
）	

柏
木
昇
「
債
権
法
改
正
中
間
論
点
補
足
説
明
」
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
一
一
年
七
月
二
三
日
）。
第
一
に
、
民
法
五
三
六
条
第
二
項

の
取
扱
い
等
に
つ
き
、
国
際
取
引
で
は
反
対
給
付
を
全
部
認
め
る
大
雑
把
な
処
理
は
実
務
的
で
は
な
い
。
第
二
に
、
債
権
者
主
義
（
民
五
三
四
条

⑴
）
の
危
険
移
転
時
期
に
つ
き
、
国
際
取
引
で
は
特
定
物
（unique goods
）
売
買
は
極
端
に
少
な
い
。
ま
た
阿
部
博
友
「
民
法
（
債
券
関
係
）
の

改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理　

第
三
九
売
買
─
売
買
の
効
力
（
担
保
責
任
）」
前
掲
・
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
⒜
瑕
疵
担
保

責
任
（
民
五
七
〇
条
）
に
関
し
て
、
第
一
に
、
国
際
的
動
向
と
の
調
和
で
あ
る
。
第
二
に
、
法
定
責
任
・
契
約
責
任
の
実
質
的
差
異
は
狭
ま
っ
た
が
、

難
解
で
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
に
、
債
務
不
履
行
責
任
に
統
合
す
る
こ
と
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
の
整
合
性
も
高
い
。
第
四
に
、
ド
イ
ツ
改
正
民
法
、



七
四

オ
ラ
ン
ダ
民
法
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
な
ど
が
国
際
的
潮
流
と
な
る
。
第
五
に
、
①
「
瑕
疵
」
に
つ
い
て
、
主
観
的
・
客
観
的
概
念
と
し
て
「
契
約

不
適
合
」（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
三
五
条
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
六
条
は
危
険
移
転
時
を
基
準
時
と
規
定
す
る
。
②
「
隠
れ
た
」
要

件
に
つ
き
、
目
的
物
受
領
義
務
、
検
査
義
務
、
瑕
疵
発
見
の
場
合
の
通
知
義
務
、
怠
っ
た
場
合
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
条
文
化
す
る
。
③
買
主
救
済

に
つ
き
、
損
害
賠
償
請
求
権
と
解
除
権
の
み
な
ら
ず
、
履
行
請
求
権
（
修
補
・
代
替
品
）、
減
額
請
求
、
解
除
お
よ
び
損
害
賠
償
の
権
利
を
認
め
る
。

④
買
主
権
利
の
相
互
関
係
等
に
つ
き
二
五
条
は
「
重
大
な
契
約
違
反
」
を
規
定
し
、
契
約
解
除
や
代
替
品
納
入
請
求
権
の
行
使
は
限
定
さ
れ
る
。
買

主
は
両
立
し
な
い
法
的
救
済
は
認
め
ら
れ
な
い
（
四
六
条
）。
救
済
の
権
利
の
相
互
関
係
を
規
律
す
る
規
定
を
置
く
。
⑤
短
期
期
間
制
限
に
つ
き
検

査
義
務
の
要
否
と
併
せ
て
検
討
す
る
。
三
八
条
（
買
主
検
査
義
務
）、
三
九
条
（
契
約
不
適
合
の
通
知
義
務
）
に
よ
り
売
主
の
履
行
補
完
が
可
能
と

な
る
。
一
方
、
ド
イ
ツ
法
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
商
事
売
買
に
限
定
さ
れ
日
本
法
も
商
人
間
売
買
に
限
定
さ
れ
る
。
買
主
を
事
業
者
、
非
事
業
者

に
区
分
し
て
検
査
義
務
を
規
定
し
「
基
本
方
針
」
と
同
じ
提
言
を
行
う
。
⑥
五
三
条
は
買
主
の
物
品
受
領
義
務
を
定
め
、
受
領
拒
絶
は
債
務
不
履
行

を
構
成
す
る
。
⒝
権
利
の
瑕
疵
に
関
す
る
担
保
責
任
（
民
五
六
〇
条
─
五
六
七
条
）
は
、
①
総
論
と
し
て
四
一
条
の
と
お
り
、
第
三
者
の
請
求
権
の

対
象
と
な
ら
な
い
完
全
な
所
有
権
の
移
転
は
売
主
の
基
本
的
義
務
で
あ
り
、
義
務
違
反
は
債
務
不
履
行
責
任
に
一
元
化
す
る
。
②
数
量
超
過
に
つ
き

（
民
五
六
五
条
）、
五
二
条
二
項
は
検
査
・
通
知
義
務
を
前
提
に
超
過
分
受
領
の
売
主
の
拒
絶
権
、
超
過
分
受
領
の
場
合
の
相
当
代
金
の
支
払
義
務
を

規
定
す
る
。
瑕
疵
あ
る
目
的
物
の
引
渡
後
の
滅
失
・
損
傷
に
つ
き
、
六
六
条
─
七
〇
条
が
該
当
規
定
で
あ
り
債
権
法
で
も
明
確
化
す
る
。

（
２９
）	

反
対
債
務
の
期
限
の
利
益
喪
失
は
、
労
働
契
約
に
於
け
る
使
用
者
側
に
よ
る
就
労
拒
否
の
特
別
規
定
と
す
れ
ば
足
り
る
。
前
掲
・
柏
木
昇
参
照
。

（
３０
）	

①
効
果
の
具
体
化
・
明
確
化　

債
務
不
履
行
と
し
て
合
理
的
期
間
内
に
催
告
し
船
舶
手
配
が
な
け
れ
ば
売
主
は
契
約
解
除
、
解
除
せ
ず
に
買
主

に
通
知
し
代
替
取
引
が
で
き
る
と
す
れ
ば
よ
く
、
受
領
遅
滞
を
特
別
に
扱
う
必
要
が
な
い
。
②
損
害
賠
償
請
求
・
解
除
の
可
否　

規
定
は
必
要
は
な

い
。
重
大
な
契
約
違
反
の
受
領
遅
滞
は
解
除
を
認
め
る
べ
き
、
相
場
暴
落
時
の
Ｆ
Ｏ
Ｂ
契
約
で
買
主
が
船
舶
指
定
を
し
な
い
場
合
、
早
く
解
除
し
て

転
売
損
を
少
な
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
転
売
が
一
般
で
受
領
強
制
は
必
要
な
い
。
受
領
遅
滞
に
解
除
権
の
規
定
を
置
い
て
も
「
実
務
に
無
用
な
混
乱

を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
」
は
全
く
な
い
。

（
３１
）	

民
商
法
規
定
の
整
備
で
あ
る
。
富
澤
敏
勝
「
債
権
法
改
正
に
あ
た
り
国
際
取
引
と
の
関
係
で
留
意
す
べ
き
点　

中
間
論
点
整
理　

第
一
一
〜
一
第

一
六
（
三
五
〜
五
七
頁
）」
前
掲
・
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
。



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
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代
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課
題
と
展
望
（
藤
川
）

七
五

（
３２
）	

有
価
証
券
を
指
図
証
券
と
持
参
人
払
証
券
に
分
類
し
規
定
を
整
理
す
る
（
①
─
⑥
）。
前
掲
・『
民
法
（
債
券
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的

な
論
点
整
理
の
補
足
説
明
』
一
二
四
─
一
三
三
頁
。

（
３３
）	http://w

w
w

.sm
rj.go.jp/keiei/kokurepo/faq/dealing/trade/051937.htm

l

（
３４
）	
サ
レ
ン
ダ
ー
Ｂ
／
Ｌ
・
Ｌ
／
Ｃ
決
済
で
は
開
設
銀
行
か
ら
買
主
へ
証
券
の
正
本
が
引
渡
さ
れ
ず
、
買
主
が
商
品
を
受
領
後
、
銀
行
に
デ
ィ
ス
ク

レ
と
し
て
支
払
い
を
拒
否
で
き
る
。
第
三
者
間
の
貿
易
で
は
注
意
が
必
要
と
な
る
。

（
３５
）	

リ
ス
ク
は
、
到
着
ベ
ー
ス
の
条
件
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
、
Ｄ
Ｅ
Ｑ
、
Ｄ
Ｄ
Ｕ
、
Ｄ
Ｄ
Ｐ
等
）
を
除
き
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
等
で
は
売
主
国
で
買

主
に
移
る
。
本
船
が
買
主
国
の
港
に
到
着
後
は
、
売
主
の
協
力
義
務
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
る
。

（
３６
）	

西
道
彦
「
電
子
荷
為
替
信
用
取
引
と
所
有
権
移
転
問
題
」
福
岡
大
学
商
学
論
叢
第
四
九
巻
第
三
・
四
号
（
通
巻
第
一
七
七
・
一
七
八
号
）
二
七
一

─
二
九
〇
頁
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
に
お
い
て
詳
説
さ
れ
る
。
以
下
参
照
。

w
w

w
.adm

.fukuoka-u.ac.jp/fu844/hom
e2/R

onso/...3+4/C
4934_0271.pdf.

（
３７
）	http://w

w
w

.jetro.go.jp/w
orld/qa/t_basic/04C

-040301?print=1

（
３８
）	B

ill of L
ading for E

urope

。
約
九
〇
社
（
我
が
国
で
は
約
三
〇
社
）
が
加
入
す
る
。
一
九
九
八
年
七
月
国
際
銀
行
間
金
融
通
信
協
会
Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
（S

ociety for W
orldw

ide Interbank F
inancial T

elecom
m

unication

）
と
コ
ン
テ
ナ
運
送
相
互
保
険
組
合T

T
C

lub

（T
hrough 

T
ransport M

utual C
lub

）
の
合
弁
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、B

olero International L
td

（
Ｂ
Ｉ
Ｌ
本
社
ロ
ン
ド
ン
）
が
運
営
す
る
。
貿
易
金

融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
権
限
移
転
管
理
Ｔ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
（T

itle R
egistry

）
に
よ
りB

olero

電
子
船
荷
証
券
の
内
容
お
よ
び
権
利
の
登

録
・
移
転
を
管
理
す
る
。http://w

w
w

.bolero.net.

（
３９
）	

八
尾
晃
『
電
子
貿
易
と
国
際
ル
ー
ル
』
東
京
経
済
情
報
出
版
（
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
一
頁
。

（
４０
）	

受
益
利
益
は
物
品
に
対
す
る
完
全
な
支
配
権
と
解
さ
れ
、
物
理
的
引
渡
に
よ
り
移
転
す
る
。
担
保
利
益
は
質
権
、
抵
当
権
等
の
よ
う
な
一
時
的
、

部
分
的
、
制
限
的
支
配
権
と
解
さ
れ
売
主
は
支
払
を
受
け
る
ま
で
保
有
す
る
。
手
形
買
取
に
よ
り
買
取
銀
行
に
移
転
し
、
支
払
・
引
受
に
よ
り
消
滅

す
る
。
分
割
所
有
権
理
論
は
Ｕ
Ｃ
Ｃ
（
第
二
─
四
〇
一
条
第
一
項
）
に
規
定
さ
れ
る
。
買
取
銀
行
の
所
有
権
は
信
託
的
担
保
利
益
で
、
外
国
向
為
替

手
形
取
引
約
定
書
、
信
用
状
取
引
約
定
書
で
は
譲
渡
担
保
と
し
て
売
主
に
金
融
す
る
。U

niform
 C

om
m

ercial C
ode

（1951

）2-401

（1

）.

前
掲
・



七
六

西
道
彦
二
七
九
─
二
八
〇
頁
。

（
４１
）	

付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
（V

alue A
dded S

ervice

）
と
し
て
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｆ
（S

ettlem
ent U

tility for M
anaging R

isk and F
inance

）
が
あ
り
、

Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
Ｔ
Ｒ
を
利
用
し
た
電
子
的
受
渡
に
よ
る
自
動
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
任
意
決
済
と
し
てO

pen A
ccount

（
清
算
勘
定
）、A

dvance 

P
aym

ent
（
前
払
）、D

ocum
entary C

ollection

（
荷
付
取
立
手
形
）、D

ocum
entary C

redits

、S
tandby C

redit

が
あ
る
。D

ocum
entary 

C
redits

で
は
電
子
決
済
関
連
書
類
（
支
払
指
図
等
）
の
動
き
が
船
荷
証
券
引
渡
と
結
合
し
て
銀
行
の
支
払
確
約
が
要
求
さ
れ
、
Ｔ
Ｒ
の
船
荷
証
券

に
よ
る
物
品
の
権
利
移
転
と
支
払
が
連
動
す
る
。

（
４２
）	

八
尾
晃
『
貿
易
・
金
融
の
電
子
取
引
』
東
京
経
済
情
報
出
版
二
九
三
頁
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
４３
）	

民
法
上
の
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
と
し
て
解
さ
れ
る
。

（
４４
）	

前
掲
・
西
道
彦
二
八
六
─
二
八
七
頁
。
解
釈
は
ま
ち
ま
ち
で
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

（
４５
）	

二
〇
〇
一
年
四
月
「
商
業
登
記
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
で
確
定
日
付
取
得
が
可
能
と
な
る
。

（
４６
）	

我
が
国
の
電
子
記
録
債
権
法
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
施
行
）
に
関
し
て
、
①
譲
渡
禁
止
特
約
、
支
払
記
録
の
法
的
意
味
（
権
利
消
滅
の
対

抗
（
証
明
）
要
件
）、
②
電
子
記
録
の
請
求
と
意
思
表
示
に
つ
き
双
方
請
求
の
要
否
、
当
事
者
間
契
約
と
の
関
係
、
債
権
の
内
容
（
九
条
一
項
）
に

つ
き
「
参
考
事
項
」
は
無
益
的
・
有
益
的
記
録
事
項
の
何
れ
か
、
③
電
子
記
録
債
権
の
譲
渡
に
つ
き
、
指
名
債
権
譲
渡
に
よ
る
可
否
、
譲
渡
担
保
、

善
意
取
得
制
度
の
適
用
範
囲
、「
電
子
記
録
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
」（
二
〇
条
一
項
）
の
意
義
・
重
過
失
の
要
否
、
指
名
債
権
と
電
子
記

録
債
権
の
多
重
的
処
分
等
が
検
討
さ
れ
る
。
④
将
来
指
名
債
権
の
譲
渡
は
、
債
権
譲
渡
担
保
の
ほ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
流
動
資
産

担
保
融
資
（A

seet B
ased L

ending

）
の
手
段
と
し
て
事
業
資
金
調
達
目
的
で
利
用
さ
れ
、
電
子
記
録
債
権
法
制
も
将
来
債
権
譲
渡
を
可
能
と
す

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
池
田
真
朗
・
小
野
傑
・
中
村
康
平
『
電
子
記
録
債
権
法
の
理
論
と
実
務
［
別
冊
金
融
・
商
事
判
例
］』
経
済
法
令
研
究

会
（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
─
六
七
頁
参
照
。

（
４７
）	

原
因
債
務
の
履
行
と
迅
速
・
確
実
な
決
済
の
同
時
履
行
の
必
要
性
は
失
わ
れ
な
い
。
小
塚
荘
一
郎
「
荷
為
替
信
用
状
取
引
の
電
子
化
」
上
智
法

學
論
集
四
四
⑷
四
三
─
六
九
頁
（
二
〇
〇
一
年
三
月
三
一
日
）。

（
４８
）	

機
械
的
照
合
に
置
換
す
る
と
一
言
一
句
対
応
し
な
い
場
合
デ
ィ
ス
ク
レ
と
判
定
さ
れ
る
。
第
一
に
、
書
類
点
検
の
完
璧
さ
は
む
し
ろ
望
ま
し
い
。



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望
（
藤
川
）

七
七

他
方
、
船
積
時
の
外
観
の
評
価
や
証
明
書
用
語
等
に
つ
い
て
電
子
化
進
展
後
も
デ
ィ
ス
ク
レ
は
相
当
数
が
残
存
し
、
厳
格
一
致
の
判
断
を
妨
げ
な
い

か
、
共
通
理
解
策
定
の
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
現
行
規
定
の
解
釈
の
変
更
の
可
能
性
で
あ
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
五
─
一
〇
八
条
⒜
は
特
約
に
よ
り
、
光
学

的
手
段
に
よ
る
書
類
照
合
を
認
め
る
（U

C
C
§

5-108 O
ffi

cial C
om

m
ent 1

）。「
信
用
状
を
常
時
発
行
す
る
金
融
機
関
の
標
準
的
実
務
」（U

C
C

§
5-108⒠

）
に
電
子
化
の
書
類
照
合
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
今
後
は
「
標
準
実
務
」
と
し
て
主
張
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
統
一
規
則

一
三
条
、
取
引
約
定
書
ひ
な
型
九
条
も
同
様
で
明
示
的
解
決
が
望
ま
し
い
。
前
掲
・
小
塚
荘
一
郎
五
一
─
六
九
頁
、
以
下
同
。

（
４９
）	

短
時
間
内
に
デ
ィ
ス
ク
レ
が
判
明
し
、
発
行
銀
行
は
支
払
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
統
一
規
則
一
三
条
⒝
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
五
─
一
〇
八

条
⒝
も
七
営
業
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
合
理
的
な
期
間
（reasonable tim

e

）
を
与
え
る
。
実
務
で
は
発
行
依
頼
人
と
協
議
す
る
。
発
行
銀
行
は

特
約
が
な
い
限
り
協
議
義
務
は
な
く
、
条
件
一
致
の
判
断
の
責
任
を
発
行
依
頼
人
に
転
嫁
で
き
な
い
が
、
デ
ィ
ス
ク
レ
の
支
障
を
判
断
し
得
る
の
は

発
行
依
頼
人
で
あ
り
、
事
実
上
意
思
は
尊
重
さ
れ
る
。
統
一
規
則
は
実
務
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
来
の
相
当
な
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
（
一
四
条
⒞
）
と
す
る
（U

C
C
§

5-108 O
ffi

cial C
om

m
ent 2 

同
旨
）。
処
理
時
間
短
縮
に
よ
り
協
議
は
不
可
能
に
な
り
、
実
務
を
適
切
と
す

れ
ば
機
械
的
処
理
時
間
と
別
に
協
議
期
間
を
発
行
銀
行
に
与
え
る
必
要
が
生
じ
る
。
現
行
規
定
の
解
釈
余
地
が
問
題
と
な
ろ
う
。
明
示
規
定
設
置
が

明
確
で
あ
る
が
、
協
議
を
任
意
的
と
し
た
従
来
の
考
え
方
と
矛
盾
し
な
い
か
疑
問
も
あ
る
。

（
５０
）	

デ
ィ
ス
ク
レ
と
支
払
銀
行
が
判
断
す
る
が
受
益
者
が
支
払
を
要
請
す
る
場
合
、
支
払
銀
行
は
留
保
附
き
（under reserve

）
支
払
に
応
じ
、

発
行
銀
行
が
補
償
拒
絶
す
れ
ば
受
益
者
か
ら
の
償
還
請
求
権
を
留
保
す
る
。
支
払
銀
行
は
発
行
銀
行
が
異
な
る
判
断
を
す
る
リ
ス
ク
を
受
益
者
に
転

嫁
す
る
。
受
益
者
の
資
力
に
不
安
が
あ
れ
ば
銀
行
等
の
保
証
状
が
徴
さ
れ
る
（
統
一
規
則
一
四
条
⒡
）。
争
点
は
、
支
払
銀
行
の
償
還
請
求
は
発
行

銀
行
の
補
償
拒
絶
が
正
当
な
場
合
に
限
ら
れ
る
か
で
、
英
国
控
訴
院
判
決
で
は
当
不
当
を
問
わ
ず
受
益
者
は
償
還
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
anque de 1 ’Indochine et de S

uez S
.A

. v J.H
.R

ayner

（M
Incing L

ane

）L
td.

フ
ラ
ン
ス
に
限
定
さ
れ
た
場
合
の
み
認
め
る
破
毀
院
判
決

も
あ
る
。C

ass. com
. 28juin1955, B

ull. civ., 1ll, n. 184, p.153.
電
子
化
に
よ
り
デ
ィ
ス
ク
レ
が
客
観
的
・
機
械
的
に
判
定
さ
れ
、
留
保
附
支

払
の
意
味
は
か
な
り
失
わ
れ
、
償
還
請
求
は
補
償
拒
絶
が
客
観
的
に
正
当
と
認
め
ら
れ
る
限
り
で
足
り
る
。
電
子
化
後
も
デ
ィ
ス
ク
レ
の
完
全
な
消

滅
は
な
い
と
す
る
と
厳
格
一
致
も
一
言
一
句
と
は
解
さ
れ
ず
、
デ
ィ
ス
ク
レ
の
評
価
が
分
か
れ
る
可
能
性
も
残
る
。
発
行
銀
行
の
判
断
を
争
う
コ
ス

ト
は
受
益
者
が
負
担
す
べ
き
で
、
償
還
請
求
権
は
補
償
拒
絶
の
当
否
を
問
わ
ず
行
使
し
う
る
と
解
す
る
べ
き
か
。
我
が
国
で
も
デ
ィ
ス
ク
レ
の
場
合
、



七
八

補
償
状
を
徴
求
し
買
取
に
応
じ
る
場
合
が
あ
る
。
銀
行
取
引
約
定
書
お
よ
び
外
国
向
為
替
手
形
取
引
約
定
書
に
お
い
て
、
買
戻
債
務
（
外
国
向
為
替

手
形
取
引
約
定
書
ひ
な
型
一
五
条
一
─
二
項
）
の
補
償
状
や
外
国
向
為
替
手
形
取
引
約
定
書
の
留
保
権
利
の
範
囲
が
問
題
と
な
り
、
後
者
に
つ
き
裁

判
例
で
は
文
言
ど
お
り
一
切
の
支
払
拒
絶
等
が
買
戻
債
務
の
発
生
原
因
と
な
る
。
東
京
地
判
平
成
二
・
一
一
・
一
九
金
融
商
事
判
例
八
六
二
号
一
七

頁
、
東
京
高
判
平
成
三
・
八
・
二
六
金
融
商
事
判
例
八
八
八
号
一
六
頁
、
東
京
地
判
平
成
五
・
二
・
二
二
金
融
商
事
判
例
九
三
二
号
九
頁
。
デ
ィ
ス

ク
レ
の
主
観
的
評
価
が
避
け
が
た
い
限
り
一
応
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
他
方
「
常
軌
を
逸
し
た
権
利
濫
用
等
」
の
場
合
に
例
外
的
に
買
戻
請

求
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
裁
判
例
と
し
て
東
京
高
判
平
成
三
・
八
・
二
六
金
融
商
事
判
例
八
八
八
号
一
六
頁
。
電
子
的
デ
ー
タ
照
合
に
デ
ィ
ス
ク
レ

が
な
い
と
分
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
戻
請
求
す
れ
ば
、「
権
利
濫
用
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
塚
荘
一
郎
「
信
用
状
取
引
に
お
け
る
荷
為
替

手
形
の
買
戻
」『
国
際
金
融
法
研
究
会
報
告
書
─
国
際
金
融
・
国
際
取
引
・
国
際
倒
産
─
』
二
五
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
５１
）	

信
用
状
は
原
因
関
係
と
独
立
し
た
抽
象
的
債
務
で
あ
り
（
統
一
規
則
三
条
）、
受
益
者
等
に
よ
る
詐
欺
は
多
い
。
電
子
化
は
詐
欺
の
可
能
性
に

対
し
両
義
的
に
働
き
、
未
然
に
発
見
す
る
効
果
は
期
待
さ
れ
る
。
反
面
、
信
用
状
条
件
が
表
面
上
充
足
さ
れ
る
限
り
、
疑
義
情
報
を
得
て
も
慎
重
に

時
間
を
費
や
し
て
書
類
点
検
し
デ
ィ
ス
ク
レ
を
発
見
す
る
対
応
は
難
し
く
な
り
詐
欺
の
抗
弁
を
正
面
か
ら
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
権
利
濫
用
の
抗

弁
）。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
で
は
呈
示
書
類
偽
造
、
呈
示
書
類
の
重
大
な
詐
欺
、
受
益
者
に
よ
る
詐
欺
助
長
、
正
当
所
持
人
等
の
請
求
を
除
き
、
発
行
銀
行
は
支

払
を
拒
み
得
る
（U

C
C
§

5-109⒜

）。
受
益
者
に
よ
る
詐
欺
助
長
は
原
因
関
係
上
の
詐
欺
で
あ
る
（U

C
C
§

5-108 O
ffi

cial C
om

m
ent1

）。
解
釈

論
と
し
て
も
抗
弁
は
認
め
ら
れ
、
要
件
と
し
て
詐
欺
の
存
在
の
明
白
さ
を
要
求
す
る
。
大
阪
地
判
昭
和
六
一
・
三
・
二
八
金
融
・
商
事
判
例
九
〇
一

号
一
八
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
［
第
二
版
］』
一
五
一
頁
（
一
九
九
六
年
）。
発
行
銀
行
は
支
払
拒
絶
す
れ
ば
受
益
者
か
ら
の
提
訴
リ
ス
ク
を

負
い
、
抗
弁
行
使
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
乏
し
く
、
依
頼
人
と
の
関
係
で
抗
弁
主
張
の
義
務
を
負
う
か
問
題
と
な
る
。
大
陸
法
諸
国
で
は
確
実
に
抗

弁
が
成
立
す
る
場
合
、
主
張
義
務
を
肯
定
す
る
傾
向
に
あ
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
拒
絶
義
務
を
負
わ
な
い
と
し
（U

C
C
§

5-109⒜
⑵

）、
一
定
要
件
充
足

に
よ
り
依
頼
人
自
身
が
差
止
命
令
（injuntion

）
を
求
め
得
る
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
（（U

C
C
§

5-109⒝

）。
我
が
国
で
は
発
行
銀
行
と
依
頼

人
の
法
律
関
係
の
解
釈
に
帰
着
し
取
引
約
定
書
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
（
五
─
六
条
、
九
条
）。
六
条
は
独
立
抽
象
性
の
確
認
で
例
外
た
る
詐
欺
の
抗

弁
に
は
妥
当
し
な
い
。
詐
欺
が
明
白
な
状
況
で
は
九
条
の
「
相
当
の
注
意
」
を
尽
く
し
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
五
条
も
明
白
な
詐
欺
は
対
象
と
し

な
い
。
他
方
、
約
定
書
に
よ
り
受
任
者
義
務
（
民
法
六
四
四
条
）
と
し
て
発
行
銀
行
が
抗
弁
主
張
の
義
務
を
負
う
と
の
見
解
も
あ
る
。
浅
木
慎
一



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望
（
藤
川
）

七
九

「
荷
為
替
信
用
状
と
詐
欺
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
一
七
号
二
二
三
頁
（
一
九
八
七
年
）、
江
頭
憲
治
郎
「
請
求
払
無
因
保
証
取
引
の
法
的
性
質
」

金
融
法
務
事
情
一
三
九
五
号
九
頁
（
一
九
九
四
年
）、
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
五
月
二
日
判
タ
六
四
八
号
一
五
二
頁
。
発
行
銀
行
は
受
益
者
、
依
頼

人
双
方
へ
の
矛
盾
す
る
支
払
義
務
に
挟
ま
れ
る
危
険
が
あ
ろ
う
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
同
様
依
頼
人
の
支
払
差
止
請
求
権
を
取
引
約
定
書
に
明
記
し
裁
判
で
の

み
行
使
し
得
る
と
し
、
依
頼
人
と
の
関
係
に
お
い
て
命
令
が
な
い
限
り
支
払
に
応
じ
る
権
限
を
留
保
す
れ
ば
懸
念
は
解
消
し
よ
う
。

（
５２
）	

船
積
書
類
が
真
実
と
異
な
る
記
載
を
含
む
こ
と
を
知
り
つ
つ
支
払
を
求
め
る
受
益
者
の
行
為
は
、
望
ま
し
い
と
い
え
な
い
。
受
益
者
の
担
保
責

任
と
し
て
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
、
①
発
行
銀
行
そ
の
他
の
書
類
提
示
の
相
手
方
お
よ
び
依
頼
人
と
の
関
係
で
抗
弁
を
も
っ
て
対
抗
さ
れ
る
詐
欺
ま
た
は
偽
造
を

含
ま
な
い
こ
と
、
②
依
頼
人
と
の
関
係
で
振
出
が
原
因
関
係
の
い
か
な
る
合
意
に
も
反
し
な
い
こ
と
を
担
保
す
る
（（U

C
C
§

5-110⒜

）。
外
国
向

為
替
手
形
取
引
約
定
書
に
お
い
て
は
、
信
用
状
条
件
と
一
致
す
る
旨
を
受
益
者
が
担
保
す
る
（
五
条
）。
受
益
者
・
買
取
銀
行
間
の
契
約
で
あ
り
、

発
行
依
頼
人
に
対
す
る
②
の
責
任
、
買
取
銀
行
以
外
の
者
（
発
行
銀
行
等
）
と
の
関
係
に
お
け
る
①
の
責
任
は
触
れ
る
余
地
が
な
い
。
実
務
上
は
発

行
銀
行
等
が
買
取
銀
行
の
担
保
責
任
を
追
及
し
よ
う
。
飯
田
勝
人
「
荷
為
替
信
用
状
取
引
に
お
け
る
買
取
依
頼
人
の
瑕
疵
担
保
責
任
（w

arranty

）」

金
融
法
務
事
情
一
二
二
二
号
七
頁
（
一
九
八
九
年
）。
②
は
原
因
関
係
上
で
処
理
さ
れ
よ
う
（S

ee U
C

C
§

5-110 O
ffi

cial C
om

m
ent2

）。
解
釈
論

と
し
て
受
益
者
責
任
を
肯
定
し
、
真
実
と
の
相
違
を
受
益
者
が
認
識
す
る
場
合
、
信
用
状
関
係
上
（
①
）
お
よ
び
原
因
関
係
上
（
②
）、
不
法
行
為

責
任
が
発
生
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
書
類
作
成
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
補
償
状
を
中
心
に
議
論
さ
れ
た
。
谷
川
久
「
補
償
状

と
引
換
に
す
る
無
故
障
船
荷
証
券
の
発
行
」
鈴
木
竹
雄
先
生
古
希
記
念
・
現
代
商
法
学
の
課
題
下
巻
一
四
八
五
頁
以
下
（
一
九
七
五
年
）、
箱
井
崇

史
「
無
留
保
船
荷
証
券
の
た
め
の
補
償
状
⑴
─
（
３
・
完
）」
早
稲
田
法
学
七
〇
巻
一
─
四
号
（
一
九
九
四
─
一
九
九
五
年
）。
比
較
法
的
に
は
、
補

償
状
が
濫
用
的
で
あ
れ
ば
無
効
と
解
す
る
考
え
方
が
強
い
（
国
連
海
上
物
品
運
送
条
約
一
七
条
二
─
四
項
参
照
）。
電
子
化
は
詐
欺
的
意
図
を
欠
く

受
益
者
に
も
機
械
的
照
合
を
ク
リ
ア
す
る
方
便
と
し
て
不
実
書
類
の
調
達
を
強
い
る
と
す
れ
ば
、
受
益
者
の
便
宜
の
た
め
に
原
則
と
し
て
重
い
責
任

は
負
担
さ
せ
ず
、
善
意
の
第
三
者
等
に
対
す
る
関
係
で
書
類
作
成
者
が
免
れ
得
な
い
責
任
に
つ
い
て
補
償
状
の
効
力
を
肯
定
し
、
受
益
者
へ
の
転
嫁

を
容
認
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
５３
）	

横
山
研
治
「
航
空
運
送
状
と
貿
易
決
済
」
政
策
科
学
一
四
─
三
（M

ar. 2007
）
一
三
五
─
一
五
〇
頁
参
照
。

（
５４
）	

Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
決
議
、
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
貨
物
代
理
店
契
約
書
に
航
空
運
送
状
作
成
に
つ
い
て
規
定
が
さ
れ
る
。



八
〇

（
５５
）	

も
っ
と
も
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
第
四
議
定
書
五
条
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
て
航
空
運
送
状
以
外
の
書

類
を
運
送
契
約
の
証
拠
、
貨
物
受
取
証
と
し
て
認
め
て
お
り
、
第
四
議
定
書
で
は
、
航
空
運
送
状
が
運
送
契
約
と
貨
物
受
取
り
の
唯
一
の
証
明
手
段

で
は
な
い
こ
と
と
な
る
。
ワ
ル
ソ
ー
条
釣
で
は
、
流
通
性
（N

egotiable

）
あ
る
運
送
状
作
成
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
有
価
証
券
と
し
て

の
発
行
を
許
容
す
る
が
、
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
決
議
に
よ
り
、
実
際
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

（
５６
）	

前
掲
・
横
山
研
治
一
四
七
─
一
四
八
頁
。

（
５７
）	

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
Ｎ
Ｙ
テ
ロ
事
件
を
契
機
と
し
て
、
空
港
・
港
湾
の
規
制
強
化
、
米
国
テ
ロ
対
策
が
本
格
化
し
、
国
連
安
保
理
決
議

一
三
七
三
を
経
て
我
が
国
で
は
二
〇
〇
二
年
五
月
七
日
外
為
法
改
正
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
金
融
機
関
等
の
顧
客
等
の
本
人
確
認
に
関
す
る
法

律
の
制
定
等
が
進
め
ら
れ
る
。
水
口
久
仁
彦
「
商
業
信
用
状
を
巡
る
最
近
の
事
情
と
課
題
─S

anction

（
経
済
制
裁
）
へ
の
対
応
と
課
題
」
財
団

法
人
貿
易
奨
励
会
貿
易
研
究
会
研
究
報
告
書
九
、
貿
易
奨
励
会
二
〇
一
─
二
一
六
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
、
以
下
同
。

（
５８
）	

「
充
足
し
た
呈
示
」
に
つ
き
、U

C
P

600

第
二
条
に
お
い
て
は
①
信
用
状
条
件
の
充
足
、
②U

C
P

600

の
適
用
条
文
、
③
国
際
標
準
銀
行
実
務

（international standard banking practice

）
に
合
致
し
た
呈
示
を
い
う
。

（
５９
）	

呈
示
人
あ
る
い
は
買
取
銀
行
の
指
示
通
り
に
求
償
を
行
っ
て
も
送
金
指
定
の
買
取
銀
行
口
座
の
あ
る
在
日
米
銀
東
京
支
店
が
当
該
取
引
代
金
が

Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
規
制
対
象
国
関
連
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
資
金
凍
結
を
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
取
引
の
情
報
量
が
乏
し
い
リ
ン

バ
ー
ス
指
定
銀
行
も
リ
ン
バ
ー
ス
送
金
に
当
た
り
開
示
情
報
の
範
囲
内
で
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
規
制
対
象
取
引
で
な
い
か
の
確
認
に
十
分
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
。
前
掲
・
水
口
久
仁
彦
二
〇
七
─
二
〇
八
頁
。

（
６０
）	

発
行
銀
行
は
信
用
状
に
特
約
を
付
す
こ
と
がU

C
P

600
第
一
条
に
よ
り
認
め
ら
れ
、S

anction

規
定
も
同
様
で
あ
る
。
銀
行
や
当
事
者
を
制

約
で
き
る
。
も
っ
と
も
確
認
付
与
・
付
与
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、S

anction

違
反
の
書
類
呈
示
が
あ
る
場
合
、
信
用
状
発
行
銀
行
に
は
自
国
の
法

律
上
決
済
が
出
来
な
い
も
の
、
法
律
が
な
く
と
もS

anction

違
反
に
問
わ
れ
る
場
合
に
米
ド
ル
等
指
定
通
貨
の
支
払
が
出
来
な
い
も
の
が
あ
り
、

か
か
る
取
り
組
み
の
必
要
性
を
疑
問
視
す
る
見
解
も
あ
る
こ
と
、
信
用
状
へ
の
信
頼
と
信
用
を
損
な
い
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
で
は
一
部
在

日
外
銀
を
除
き
、
か
るS

anction

対
応
文
言
の
付
与
を
行
う
銀
行
は
な
い
（
二
〇
一
〇
年
四
月
末
現
在
）。
前
掲
・
水
口
久
仁
彦
二
〇
八
─
二
一
一

頁
。



荷
為
替
信
用
状
取
引
を
巡
る
現
代
的
課
題
と
展
望
（
藤
川
）

八
一

（
６１
）	

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
リ
ス
ク
は
発
行
銀
行
の
条
件
不
一
致
に
よ
る
支
払
拒
絶
を
受
益
者
や
呈
示
銀
行
に
遡
及
し
な
い
こ
と
で
、
発
行
銀
行
指
定

の
正
規
のconfirm

、
サ
イ
レ
ン
トconfirm

と
も
こ
の
点
の
リ
ス
ク
は
殆
ど
差
が
な
い
。

（
６２
）	
八
尾
晃
『
国
際
取
引
と
電
子
決
済
』
東
京
経
済
情
報
出
版
二
〇
二
─
二
〇
四
頁
（
一
九
九
七
年
）。

［
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
日
本
大
学
海
外
派
遣
研
究
員
（
短
期
Ａ
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
］




